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雪
舟
の
画
室
「
豊
後
・
天
開
図
画
楼
」
所
在
地
考 

長
田 

弘
通 

          

      

は
じ

め

に 

 

雪

舟

。

言

わ

ず

と

知

れ

た

、

室

町

時

代

に

活

躍

し

、

日

本

美

術

史

に

そ

の

名

が

さ

ん

然

と

輝

く

、

水

墨

画

の

巨

匠

で

あ

り

、

時

に

は

「

画

聖

」

と

も

称

さ

れ

て

い

る

。

現

存

す

る

作

品

の

う

ち

、

国

宝

に

六

点

、

国

の

重

要

文

化

財

（

以

下

、

重

文

）

に

一

九

点

が

指

定

さ

れ

て

い

る

。

国

宝

に

指

定

さ

れ

て

い

る

絵

画

作

品

は

一

六

〇

点

（

平

成

三

〇

年

四

月

一

日

現

在

）

で

あ

る

が

、

作

者

個

人

と

し

て

の

作

品

数

は

雪

舟

が

最

も

多

い

。

ま

た

、

室

町

時

代

制

作

の

国

宝

絵

画

は

一

四

点

で

、

実

に

約

四

三

％

が

雪

舟

作

品

と

な

る

。

指

定

文

化

財

の

点

数

を

と

っ

て

み

て

も

、

日

本

美

術

史

上

、

雪

舟

が

い

か

に

突

出

し

た

存

在

で

あ

る

か

が

わ

か

る

で

あ

ろ

う

。 

 

そ

の

雪

舟

、

実

は

文

明

八

年

（

一

四

七

六

）

前

後

、

年

齢

に

し

て

五

七

歳

前

後

に

大

分

に

滞

在

、「

天て

ん

開か

い

図

画

楼

と

が

ろ

う

」
と

名

付

け

た

画

室

を

設

け

、

作

画

活

動

を

展

開

し

て

い

た

。

こ

の

こ

と

は 
大

分

の

歴

史

を

語

る

時

、

室

町

時

代

に

お

け

る

文

化

面

で

の

重 

要

な

歴

史

事

象

と

し

て

紹

介

さ

れ

て

い

る

(

１

)

。 

 

特

に

作

画

活

動

の

拠

点

で

あ

っ

た

画

室

・

天

開

図

画

楼

の

所

 

は

じ
め

に 

 

一 

雪
舟

の

生

涯 

二 

豊

後
に

お

け

る

雪
舟

の

活
動 

三 

豊

後
・

天

開

図

画
楼

の

所
在

地 

 

㈠

『

天
開

図

画

楼

記
』

の

解
釈 

 

㈡

先

行
研

究

の

整

理 

 

㈢

「

豊
府

」

＝

府

中
の

範

囲
と

守

護

所 

 

㈣

「

豊
府

西

北

の

隅
」

と

は 

 

㈤

結

論
―

自

説

の

提
示 

さ
い

ご

に 
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在

地

に

つ

い

て

、

古

く

は

明

治

時

代

か

ら

多

く

の

研

究

者

が

考

察

し

、

さ

ま

ざ

ま

な

説

を

提

示

し

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

現

在

に

い

た

っ

て

も

、

確

定

さ

れ

て

い

な

い

(

２

)

。 

 

本

稿

の

目

的

は

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

に

つ

い

て

、

こ

れ

ま

で

の

研

究

成

果

を

整

理

し

、

新

し

い

推

定

地

を

提

示

す

る

こ

と

で

あ

る

。

そ

の

際

、

室

町

時

代

、

府

中

と

呼

ば

れ

て

い

た

豊

後

国

中

心

部

の

範

囲

を

踏

ま

え

、

所

在

地

を

示

す

唯

一

の

史

料

で

あ

る

呆

夫

ば

い

ふ

良

心

り
ょ
う
し
ん

の

『

天

開

図

画

楼

記

』

を

虚

心

に

解

釈

す

る

こ

と

が

重

要

と

考

え

る

。 

 

一 

雪

舟
の

生

涯 

 

本

論

に

入

る

前

に

、

豊

後

来

訪

を

含

め

、

雪

舟

の

生

涯

に

つ

い

て

述

べ

て

お

こ

う

。

た

だ

、

筆

者

は

歴

史

学

（

文

献

史

学

）

が

専

門

で

あ

り

、

雪

舟

作

品

の

芸

術

性

を

語

る

能

力

は

な

い

。

こ

こ

で

は

、

ま

ず

一

般

的

な

雪

舟

の

年

譜

を

簡

単

に

述

べ

る

こ

と

で

、

そ

の

生

涯

と

業

績

の

紹

介

に

か

え

た

い

(

３

)

。 

雪

舟

は

応

永

二

七

年
（

一

四

二

〇

）
、
備

中

国

賀

陽

郡

赤

浜
（

岡

山

県

総

社

市

）

に

生

ま

れ

た

。

幼

く

し

て

、

出

生

地

近

く

の

臨

済

宗

宝

福

寺

に

入

っ

た

と

い

う

。

涙

で

描

い

た

ネ

ズ

ミ

が

本

物

そ

っ

く

り

で

あ

っ

た

と

い

う

有

名

な

「

伝

説

」

は

こ

の

宝

福

寺

修

業

時

代

の

も

の

で

あ

る

。

一

〇

歳

頃

に

上

京

し

た

と

い

わ

れ

る

が

定

か

で

は

な

い

。

時

期

は

不

明

で

あ

る

が

、

最

初

京

都

五

山

第

四

位

の

東

福

寺

へ

入

り

、

そ

の

後

第

二

位

の

相

国

寺

へ

移

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

相

国

寺

で

は

、

住

持

（

住

職

）

の

春

林

周

藤

の

下

で

禅

の

修

行

に

励

み

、
賓

客

対

応

を

担

当

す

る
「

知

客

し

か

」

の

職

を

務

め

る

よ

う

に

な

る

と

と

も

に

、

同

寺

の

画

僧

・

周

文

に

絵

を

学

ん

だ

。 

 

し

か

し

、

画

僧

と

し

て

な

か

な

か

認

め

ら

れ

ず

、

三

五

歳

と

な

っ

た

享

徳

三

年

（

一

四

五

四

）

頃

、

周

防

・

長

門

（

と

も

に

山

口

県

）
・
石

見
（

島

根

県

）
・
筑

前
（

福

岡

県

）
・
豊

前
（

福

岡

県
・
大

分

県

）
五

か

国

を

支

配

す

る

守

護

大

名

大

内

氏

を

頼

り

、

そ

の

本

拠

地

山

口

に

移

っ

た

。

山

口

で

は

雲

谷

庵

と

い

う

画

室

を

設

け

、

大

内

氏

や

そ

の

家

臣

、

周

辺

寺

院

か

ら

の

求

め

に

応

じ

て

、

作

画

活

動

を

展

開

し

た

。

そ

し

て

、

長

禄

元

年

（

一

四

五

七

）
頃

、
道

号

を
「

拙

宗

せ
っ
し
ゅ
う

」
か

ら
「

雪

舟

」
に

改

め

、
法

諱

ほ

う

き

と

合

わ

せ

、

雪せ

っ

舟
し
ゅ
う

等と

う

楊よ

う

と

名

乗

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ち

な

み

に

、
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法

諱

と

は

出

家

し

た

際

に

与

え

ら

れ

る

法

名

、

道

号

は

あ

る

程

度

の

僧

位

に

進

ん

だ

際

に

与

え

ら

れ

る

二

字

の

号

で

あ

る

。

た

だ

、「

雪

舟

」
の

道

号

は

与

え

ら

れ

た

も

の

で

は

な

く

、
自

分

で

改

号

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。 

 

山

口

で

の

活

動

が

一

〇

年

以

上

経

過

し

た

応

永

元

年

（

一

四

六

七

）
、
雪

舟

は

水

墨

山

水

画

の

本

場

中

国

へ

渡

航

す

る

機

会

を

得

た

。 

室

町

時

代

、

中

国

・

明

と

の

通

交

は

幕

府

が

派

遣

す

る

船

＝

遣

明

船

（

後

に

正

式

な

派

遣

船

で

あ

る

こ

と

を

証

明

す

る

「

勘

合

符

」

の

所

持

が

義

務

付

け

さ

れ

た

た

め

勘

合

船

と

も

呼

ば

れ

る

）

に

限

ら

れ

て

い

た

。

通

交

初

期

は

幕

府

の

み

が

派

遣

し

て

い

た

が

、

永

享

四

年

（

一

四

三

二

）

の

第

九

次

船

か

ら

は

幕

府

派

遣

船

の

も

と

、

有

力

守

護

大

名

や

寺

社

が

個

別

船

の

運

営

主

体

と

し

て

参

加

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

雪

舟

が

渡

航

し

た

応

永

の

第

一

二

次

船

は

禅

僧

の

天

与

清

啓

を

正

使

と

す

る

幕

府

船

、

幕

府

管

領

細

川

氏

派

遣

船

、

そ

し

て

大

内

氏

派

遣

船

の

三

艘

で

構

成

さ

れ

て

い

た

。

大

内

船

の

派

遣

ス

タ

ッ

フ

は

当

然

大

内

氏

が

選

ぶ

。

雪

舟

は

作

画

活

動

の

庇

護

者

大

内

氏

か

ら

派

遣

使

節

団

の

一

員

に

指

名

さ

れ

た

の

で

あ

る

。 

 

日

本

を

出

発

し

た

使

節

団

は

ま

ず

中

国

南

部

の

寧

波

に

ん

ぽ

ー

に

到

着

。

こ

こ

で

貿

易

品

で

あ

る

積

み

荷

を

降

ろ

し

、

皇

帝

へ

謁

見

す

る

た

め

北

京

へ

向

か

う

こ

と

に

な

る

が

、

通

常

そ

の

許

可

が

出

る

ま

で

の

約

二

か

月

間

、

寧

波

に

滞

在

す

る

。

寧

波

滞

在

中

、

雪

舟

は

近

隣

の

禅

寺
・
天

童

景

徳

寺

を

訪

問

し

、「

首

座

し

ゅ

そ

」
の

称

号

を

与

え

ら

れ

て

い

る

。

首

座

と

は

住

持

の

も

と

、

修

行

面

を

統

括

す

る

西

班

せ

い

は

ん

の

責

任

者

。

日

本

の

禅

寺

で

は

こ

の

首

座

に

な

る

こ

と

が

諸

寺

の

住

持

に

就

く

大

前

提

で

あ

り

、

重

要

な

僧

職

で

あ

っ

た

。

雪

舟

に

与

え

ら

れ

た

称

号

は

実

質

的

な

も

の

で

は

な

く

、

名

誉

職

で

あ

っ

た

で

あ

ろ

う

。

た

だ

、

雪

舟

は

帰

国

後

制

作

し

た

絵

に

し

ば

し

ば
「

四

明

天

童

第

一

座

」（

寧

波

天

童

寺

の

首

座

）

と

署

名

し

て

お

り

、

こ

の

名

誉

職

を

自

己

を

ア

ピ

ー

ル

す

る

材

料

と

し

て

利

用

し

て

い

た

よ

う

だ

。 

 

北

京

へ

上

る

許

可

が

出

る

と

、

二

か

月

ほ

ど

大

運

河

を

船

で

遡

る

。

よ

う

や

く

北

京

に

到

着

す

る

と

、

皇

帝

へ

の

謁

見

な

ど

の

公

式

行

事

が

続

く

中

、

本

来

の

目

的

で

あ

る

貿

易

、

す

な

わ

ち

、

皇

帝

へ

の

進

貢

品

に

対

す

る

下

賜

品

と

し

て

ど

の

よ

う

な
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品

物

が

適

切

か

の

交

渉

が

行

わ

れ

た

。

大

内

使

節

団

は

途

中

進

貢

品

の

一

部

を

海

難

で

失

い

、

見

返

り

の

下

賜

品

が

想

定

よ

り

少

な

か

っ

た

た

め

、

増

額

を

求

め

交

渉

が

難

航

、

一

年

以

上

北

京

に

滞

在

し

た

よ

う

で

あ

る

。 

 

雪

舟

の

渡

航

目

的

は

絵

を

学

ぶ

と

い

う

個

人

的

な

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

大

内

氏

派

遣

使

節

団

の

一

員

と

し

て

、

各

種

外

交

儀

礼

の

中

で

、
明

政

府

の

重

要

人

物

に

自

作

の

絵

を

贈

っ

た

り

、

帰

国

後

の

報

告

の

た

め

、

目

に

し

た

景

勝

地

の

風

景

、

中

国

人

や

他

国

の

使

節

団

の

風

俗

、

珍

し

い

動

物

な

ど

を

ス

ケ

ッ

チ

し

た

り

す

る

な

ど

、

公

務

と

し

て

の

制

作

で

多

忙

な

日

々

を

送

っ

て

い

た

こ

と

で

あ

ろ

う

。

そ

の

よ

う

な

活

動

の

一

端

が

う

か

が

え

る

の

が

、
滞

在

中

に

制

作

し

、「

光

澤

王

」
の

鑑

蔵

印

が

あ

る

「

四

季

山

水

図

」

四

幅

（

重

文

、

東

京

国

立

博

物

館

蔵

）

で

あ

り

、
「

唐

土

景

勝

図

巻

」
・
「

国

々

人

物

図

巻

」
（

と

も

に

京

都

国

立

博

物

館

蔵

）

で

あ

る

。 

 

一

方

、

多

忙

と

は

い

え

、

寧

波

や

北

京

で

の

滞

在

は

数

か

月

に

及

ん

だ

。

公

務

の

間

隙

を

ぬ

っ

て

、

当

時

の

中

国

で

流

行

し

て

い

た

浙

派

の

作

品

や

前

代

の

宋

元

画

を

見

て

、

模

写

す

る

な

ど

中

国

画

を

勉

強

し

た

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。 

 

こ

の

よ

う

な

活

動

を

と

お

し

て

、

雪

舟

の

名

は

明

政

府

の

間

で

も

知

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

よ

う

で

、

北

京

滞

在

中

、

日

本

使

節

団

を

所

管

す

る

役

所

で

あ

る

礼

部

の

試

院

と

い

う

建

物

の

壁

面

を

飾

る

絵

を

描

い

た

と

伝

え

ら

れ

る

。 

 

北

京

で

の

外

交

・

貿

易

交

渉

を

終

え

た

使

節

団

一

行

は

、

蘇

州

や

杭

州

な

ど

の

名

所

を

観

光

し

な

が

ら

、

大

運

河

を

下

り

、

寧

波

へ

到

着

。
文

明

元

年
（

一

四

六

九

）
帰

国

の

途

に

つ

い

た

。 

 

帰

国

し

た

日

本

は

応

仁

・

文

明

の

乱

の

真

っ

た

だ

中

。

大

内

氏

当

主

政

弘

も

西

軍

方

と

し

て

大

軍

を

率

い

て

京

都

へ

出

陣

中

で

、

山

口

を

留

守

に

し

て

い

た

。

そ

れ

で

も

、

大

内

氏

派

遣

使

節

団

は

復

命

の

た

め

山

口

に

帰

着

し

た

と

考

え

る

の

が

自

然

で

あ

ろ

う

。 

雪

舟

の

動

向

は

そ

の

後

し

ば

ら

く

は

っ

き

り

し

て

い

な

い

。

次

に

活

動

が

確

認

で

き

る

の

が

、

文

明

八

年

（

一

四

七

六

）

の

豊

後

滞

在

で

あ

る

。

豊

後

滞

在

中

の

様

子

に

つ

い

て

は

後

述

す

る

が

、

雪

舟

が

い

つ

豊

後

に

来

て

、

い

つ

離

れ

た

か

も

わ

か

ら

な

い

。

画

室

を

設

け

て

い

る

点

か

ら

す

れ

ば

、

数

か

月

と

い

っ
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た

短

期

間

で

は

な

く

、

文

明

八

年

を

は

さ

ん

で

数

年

間

に

わ

た

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

そ

し

て

、

文

明

一

一

年

に

は

山

口

に

戻

っ

た

。

以

後

、

山

口

を

拠

点

に

し

な

が

ら

、
同

一

三

年

に

美

濃

国
（

岐

阜

県

）
・
駿

河

国
（

静

岡

県

）
、
そ

の

翌

年

に

は

出

羽

国
（

秋

田

県

）
か

ら

京

都

と

各

地

を

旅

し

、
行

く

先

々

で

取

材

し

た

作

品

を

残

し

て

い

る

。 

山

口

で

の

画

室

の

名

も

豊

後

と

同

じ

天

開

図

画

楼

。

文

明

一

八

年
（

一

四

八

六

）
の
「

四

季

山

水

図

巻

」（

別

名
「

山

水

長

巻

」
。

国

宝

、

毛

利

博

物

館

蔵

）

を

は

じ

め

、

国

宝

と

な

っ

て

い

る

全

六

点

は

山

口

の

天

開

図

画

楼

を

作

画

拠

点

と

し

て

い

た

六

〇

歳

代

か

ら

七

〇

歳

代

の

頃

に

描

か

れ

て

い

る

。 

文

亀

元

年

（

一

五

〇

一

）

頃

、

雪

舟

は

、

古

く

か

ら

歌

に

詠

ま

れ

、

名

勝

と

し

て

知

ら

れ

て

い

た

丹

後

国

天

橋

立

（

京

都

府

宮

津

市

）

を

訪

問

、

そ

の

後

、

橋

立

と

そ

の

対

岸

に

点

在

す

る

寺

社

を

描

い

て

い

る

（
「

天

橋

立

図

」
。

国

宝

、

京

都

国

立

博

物

館

蔵

）
。
こ

の

時

、
雪

舟

は

八

〇

歳

を

こ

え

て

お

り

、
多

く

の

旅

を

重

ね

て

き

た

雪

舟

に

と

っ

て

、

確

実

な

と

こ

ろ

で

は

最

後

の

旅

と

な

っ

た

。 

実

は

雪

舟

の

没

年

も

は

っ

き

り

し

て

い

な

い

。

わ

か

っ

て

い

る

の

は

永

正

四

年

（

一

五

〇

七

）

三

月

時

点

で

す

で

に

没

し

て

い

る

こ

と

だ

け

で

あ

る

。

こ

れ

は

こ

の

時

に

、

友

人

・

了

庵

桂

悟

が

山

口

を

訪

れ

、

雪

舟

の

山

水

図

に

彼

を

追

悼

す

る

詩

を

書

い

て

い

る

こ

と

に

よ

る

の

で

あ

る

が

、

一

般

に

は

そ

の

前

年

の

永

正

三

年

（

享

年

八

七

）

か

、

少

し

前

の

文

亀

二

年

（

一

五

〇

二 

享

年

八

三

）

に

没

し

た

と

い

わ

れ

て

い

る

。 

 

二 

豊

後
に

お

け

る

雪
舟

の

活
動 

 

中

国

か

ら

帰

国

し

た

雪

舟

が

文

明

八

年

前

後

、

豊

後

に

滞

在

し

て

い

た

こ

と

は

前

述

の

と

お

り

で

あ

る

。

年

齢

で

い

え

ば

、

五

七

歳

前

後

の

こ

と

で

あ

っ

た

。 

 

豊

後

に

お

け

る

雪

舟

の

活

動

の

様

子

を

伝

え

る

唯

一

の

史

料

が

呆

夫

良

心

の
『

天

開

図

画

楼

記

』
で

あ

る

(

４

)

。
呆

夫

良

心

は

第

一

二

次

遣

明

船

で

雪

舟

と

と

も

に

中

国

へ

渡

航

し

た

禅

僧

。

そ

の

呆

夫

良

心

が

文

明

八

年

三

月

、

豊

後

滞

在

中

の

雪

舟

の

も

と

を

訪

れ

、

足

か

け

三

年

に

及

ぶ

中

国

滞

在

の

苦

楽

を

共

に

し

た
「

友

」
と

の

再

会

を

喜

び

、
『

天

開

図

画

楼

記

』
を

記

し

た

の
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で

あ

っ

た

。「

画

師

楊

公

雪

舟

」
で

は

じ

ま

る

文

章

は

、
画

僧

雪

舟

に

対

す

る

称

賛

の

こ

と

ば

で

あ

ふ

れ

て

い

る

。

漢

詩

文

と

し

て

書

か

れ

て

お

り

、

難

解

な

部

分

も

あ

る

が

、

要

点

を

ま

と

め

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

。 

⑴

豊

府

西

北

の

隅

に

小

楼

を

建

て

、

天

開

図

画

楼

と

名

付

け

た

。

そ

れ

は

眼

前

に

海

が

広

が

り

、

背

後

に

は

山

々

が

連

な

る

。

そ

し

て

左

側

に

孤

城

が

そ

び

え

、

右

に

は

二

水

が

流

れ

る

場

所

で

あ

っ

た

。 

⑵

と

も

に

渡

っ

た

中

国

で

は

、

天

下

の

名

山

・

大

河

を

目

の

当

た

り

に

し

、

首

都

や

州

府

の

繁

栄

ぶ

り

や

各

国

使

節

団

の

風

俗

、

珍

し

い

文

物

や

動

物

な

ど

を

細

か

く

ス

ケ

ッ

チ

し

た

。 

⑶

一

般

に

名

だ

た

る

画

師

は

一

二

の

画

法

を

用

い

る

と

さ

れ

る

が

、

雪

舟

は

そ

れ

ら

を

備

え

た

上

で

、

作

品

は

真

に

迫

っ

て

お

り

、

こ

れ

以

上

の

も

の

は

な

い

。 

⑷

そ

の

上

で

、

唐

代

の

呉

道

玄

、

北

宋

代

の

易

元

吉

、

南

宋

代

の

梁

楷

・

馬

遠

・

夏

珪

・

牧

谿

・

玉

澗

、

元

代

の

銭

舜

挙

・

高

彦

敬

な

ど

中

国

の

著

名

な

画

師

た

ち

の

筆

法

を

学

び

、

こ

れ

を

会

得

し

て

い

た

。 

⑸

中

国

滞

在

中

に

は

、

北

京

の

礼

部

試

院

の

壁

面

を

飾

る

絵

を

担

当

長

官

の

命

に

よ

り

描

い

た

。

長

官

が

言

う

に

は

、

「

こ

の

施

設

は

三

〇

か

国

以

上

の

外

交

使

節

団

が

利

用

す

る

が

、

雪

舟

の

絵

ほ

ど

素

晴

ら

し

い

絵

を

見

た

こ

と

は

な

い

。

ま

た

、

こ

こ

で

は

官

僚

登

用

試

験

で

あ

る

科

挙

も

行

っ

て

い

る

。
私

は

、
受

験

生

に

必

ず

、
「

こ

の

絵

は

日

本

人

の

雪

舟

が

描

い

た

優

れ

た

作

品

で

あ

る

。

外

国

に

こ

れ

ほ

ど

の

名

画

師

が

い

る

。

み

な

も

今

後

そ

れ

ぞ

れ

の

分

野

で

今

後

精

進

し

て

こ

の

域

に

達

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
」

と

諭

し

て

い

る

」

と

の

こ

と

で

、

雪

舟

の

絵

は

本

場

中

国

で

も

称

賛

さ

れ

て

い

る

。 

⑹

中

国

で

も

認

め

ら

れ

て

い

る

雪

舟

の

も

と

に

は

、

身

分

の

高

い

大

名

や

武

士

、

僧

侶

、

商

工

業

者

な

ど

が

、

わ

ず

か

な

絵

を

求

め

て

ひ

っ

き

り

な

し

に

や

っ

て

来

る

。 

⑺

豊

府

の

天

開

図

画

楼

内

を

覗

く

と

、

絵

具

箱

や

画

筆

、

丸

め

ら

れ

た

大

小

の

紙

や

絹

が

所

狭

し

と

置

か

れ

て

お

り

、

壁

に

は

表

装

さ

れ

た

画

軸

が

掛

け

ら

れ

て

い

た

。

そ

の

中
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で

、

雪

舟

は

一

日

中

絵

具

を

溶

い

て

は

描

き

、

そ

れ

に

疲

れ

る

と

、

欄

干

に

も

た

れ

襟

を

開

き

、

風

に

あ

た

っ

て

気

分

を

癒

し

た

。 

 

⑻

雪

舟

の

画

系

を

た

ど

れ

ば

、

如

拙

の

孫

弟

子

、

周

文

の

弟 
 

子

と

な

る

。
「

青

は

藍

よ

り

出

で

て

、

藍

よ

り

青

し

」
（

弟

子

が

師

匠

の

学

識

や

技

量

を

超

え

て

い

る

こ

と

の

例

え

）

と

は

、

ま

さ

に

雪

舟

こ

と

を

言

う

の

で

あ

る

。 

 

豊

後

に

関

す

る

記

述

は

⑴

と

⑺

。

天

開

図

画

楼

所

在

地

の

検

討

を

課

題

と

す

る

本

稿

に

お

い

て

、

最

重

要

な

記

述

は

い

う

ま

で

も

な

く

⑴

と

し

て

ま

と

め

た

部

分

で

あ

る

。

た

だ

、

⑴

の

内

容

を

検

討

す

る

前

に

、

⑺

に

記

さ

れ

た

豊

後

・

天

開

図

画

楼

で

の

作

画

活

動

に

つ

い

て

触

れ

て

お

き

た

い

。 

 

⑺

で

記

さ

れ

た

内

容

を

読

む

限

り

、

雪

舟

は

豊

後

の

天

開

図

画

楼

に

お

い

て

作

画

三

昧

の

生

活

を

送

っ

て

い

た

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

⑹

の

内

容

は

あ

く

ま

で

一

般

的

な

状

況

を

述

べ

た

も

の

で

あ

る

が

、

豊

後

に

お

い

て

も

同

様

で

あ

っ

た

と

考

え

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。 

⑹

と

⑺

を

踏

ま

え

れ

ば

、

豊

後

に

お

い

て

も

当

然

多

く

の

作

品

が

生

み

出

さ

れ

た

は

ず

で

あ

る

。

し

か

し

、

豊

後

で

描

い

た

こ

と

が

わ

か

っ

て

い

る

作

品

は

「

鎮

田

滝

図

ち

ん

だ

の

た

き

ず

」

の

一

点

の

み

。

こ

れ

は

沈

堕

滝

（

豊

後

大

野

市

）

と

も

呼

ば

れ

る

、

大

分

県

の

大

野

川

水

系

に

あ

る

名

瀑

を

描

い

た

も

の

で

あ

る

。
大

正

時

代

、

東

京

在

住

の

個

人

が

所

蔵

し

て

い

た

が

、

大

正

一

二

年

（

一

九

二

三

）

の

関

東

大

震

災

で

焼

失

し

て

し

ま

っ

た

。

た

だ

、

幸

い

に

も

残

さ

れ

た

焼

失

前

に

撮

影

さ

れ

た

モ

ノ

ク

ロ

写

真

と

、

江

戸

時

代

前

期

の

幕

府

御

用

絵

師

・

狩

野

常

信

が

原

寸

大

で

精

巧

に

模

写

し

た

図

（

京

都

国

立

博

物

館

蔵

）

に

よ

り

、

雪

舟

原

本

の

姿

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

。 

沈

堕

滝

は

高

さ

約

二

〇

ｍ

、

幅

約

一

〇

〇

ｍ

の

雄

滝

と

高

さ

約

一

八

ｍ

、

幅

約

四

ｍ

の

雌

滝

か

ら

な

る

。

こ

の

二

つ

の

滝

、

実

際

は

数

百

ｍ

離

れ

て

い

る

が

、

雪

舟

は

隣

り

合

う

め

で

た

い

夫

婦

滝

の

よ

う

に

描

い

て

い

る

。

実

景

を

取

材

し

な

が

ら

も

、

雄

大

な

滝

と

周

辺

の

岩

山

が

織

り

な

す

風

景

を

「

山

水

図

」

と

し

て

効

果

的

に

表

現

す

る

構

図

を

選

ん

だ

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。 
当

時

の

画

師

は

注

文

に

応

じ

て

作

画

す

る

の

が

一

般

的

で

あ

り

、
「

鎮

田

滝

図

」
も

誰

か

の

依

頼
・
発

注

を

受

け

、
描

か

れ

た
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は

ず

。

し

か

し

、

依

頼

主

・

発

注

者

が

誰

か

は

わ

か

っ

て

い

な

い

。

そ

の

よ

う

な

中

、

江

戸

時

代

末

か

ら

明

治

時

代

初

期

に

活

躍

し

た

、

豊

後

の

国

学

者

で

あ

り

、

博

物

学

者

で

あ

っ

た

後

藤

碩

田

が

豊

後

国

内

の

名

勝

旧

跡

に

つ

い

て

ま

と

め

た

「

豊

後

国

古

蹟

名

寄

」

の

「

沈

堕

瀧

」

項

に

は

次

の

よ

う

な

逸

話

が

紹

介

さ

れ

て

い

る

(

５

)

。 

 
 

僧

雪

舟

が

爰

に

来

た

り

、

瀧

の

真

景

を

写

せ

し

も

の

有

り

と

ぞ

、

大

友

氏

に

伝

ふ

、

後

、

肥

後

加

藤

氏

に

送

れ

り

、

加

藤

氏

亡

ひ

て

、

徳

川

の

御

物

に

な

り

、

後

、

津

軽

家

に

賜

ふ

と

ぞ

、

山

鹿

素

行

の

話

あ

り

、

岡

、

中

川

家

に

狩

野

常

信

が

雪

舟

の

図

を

再

模

せ

し

も

の

有

と

ぞ

聞

ゆ

る 

 

こ

れ

に

よ

れ

ば

、

雪

舟

の

「

鎮

田

滝

図

」

は

元

々

大

友

氏

に

伝

わ

っ

て

い

た

が

、

熊

本

藩

主

加

藤

氏

に

贈

ら

れ

た

。

加

藤

氏

滅

亡

後

は

徳

川

将

軍

家

が

所

蔵

す

る

と

こ

ろ

な

り

、

そ

の

後

、

弘

前

藩

主

津

軽

氏

に

下

賜

さ

れ

た

。

そ

し

て

、

こ

の

話

の

出

典

は

江

戸

時

代

前

期

の

軍

学

者

・

山

鹿

素

行

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

雪

舟

の

図

を

狩

野

常

信

が

模

写

し

た

も

の

を

岡

藩

主

中

川

氏

が

所

蔵

し

て

い

る

ら

し

い

、

と

い

う

の

で

あ

る

。 

 

大

友

氏

は

、

い

う

ま

で

も

な

く

、

鎌

倉

時

代

か

ら

続

く

豊

後

国

守

護

、

す

な

わ

ち

豊

後

国

支

配

者

で

、

雪

舟

が

滞

在

し

て

い

た

頃

の

当

主

は

一

六

代

政

親

で

あ

っ

た

。
そ

し

て

、
江

戸

時

代

、

沈

堕

滝

の

所

在

地

は

岡

藩

領

で

あ

っ

た

。 

 

後

藤

碩

田

が

記

し

た

逸

話

を

基

に

、

想

像

を

た

く

ま

し

く

す

れ

ば

、「

鎮

田

滝

図

」
原

本

と

模

本

の

伝

来

は

以

下

の

よ

う

に

も

考

え

ら

れ

る

。

雪

舟

作

の

原

本

は

大

友

政

親

の

依

頼

に

よ

り

描

か

れ

た

。

そ

の

後

、

加

藤

氏

、

徳

川

将

軍

家

と

伝

来

し

、

江

戸

時

代

前

期

に

は

、

遠

く

弘

前

藩

主

津

軽

氏

が

所

蔵

す

る

に

至

っ

た

。

そ

し

て

、

自

分

の

藩

領

内

に

あ

る

名

瀑

を

雪

舟

が

描

い

た

図

が

あ

る

こ

と

を

知

っ

た

藩

主

中

川

氏

は

、

原

本

を

譲

り

受

け

る

こ

と

は

難

し

い

と

考

え

、

幕

府

御

用

絵

師

の

狩

野

常

信

に

模

写

図

の

作

成

を

依

頼

し

、

模

本

を

持

つ

こ

と

で

自

藩

の

誉

れ

と

し

た

。 

 

雪

舟

「

鎮

田

滝

図

」

と

そ

の

模

本

の

伝

来

を

語

る

と

し

て

、

こ

れ

以

上

完

璧

な

ス

ト

ー

リ

ー

は

な

い

と

思

わ

れ

る

。

正

直

、

「

出

来

す

ぎ

た

」

逸

話

で

あ

ろ

う

。

後

藤

碩

田

は

原

本

伝

来

の

出

典

を

山

鹿

素

行

の

話

と

す

る

が

、

山

鹿

素

行

の

ど

の

著

作

物
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に

こ

の

逸

話

が

記

さ

れ

て

い

る

の

か

、

浅

学

の

た

め

、

確

認

で

き

て

い

な

い

。

ま

た

、

狩

野

常

信

の

模

本

は

個

人

か

ら

京

都

国

立

博

物

館

に

寄

贈

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

が

(

６

)

、
そ

れ

以

前

の

伝

来

過

程

に

つ

い

て

は

調

査

で

き

て

い

な

い

。 

碩

田

が

記

し

た

伝

来

由

緒

は

、

大

分

に

と

っ

て

た

い

へ

ん

興

味

深

い

も

の

の

、

真

偽

は

不

明

と

し

て

、

紹

介

す

る

に

留

め

た

い

。 

  
 

三 

豊
後

・

天

開
図

画

楼
の

所

在

地 
 

 
 

 

㈠

『

天

開

図

画

楼

記

』

の

解

釈 

 

さ

て

、

い

よ

い

よ

、

本

稿

の

目

的

で

あ

る

、

雪

舟

が

豊

後

に

お

け

る

作

画

活

動

の

拠

点

と

し

た

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

に

つ

い

て

考

察

を

進

め

て

行

こ

う

。 

 

所

在

地

考

察

の

根

拠

と

な

る

の

は

、

呆

夫

良

心

『

天

開

図

画

楼

記

』

の

要

点

の

⑴

と

し

て

先

に

示

し

た

部

分

の

み

で

あ

る

。

い

く

つ

か

考

察

の

細

か

い

ポ

イ

ン

ト

が

あ

る

の

で

、

当

該

部

分

の

読

み

下

し

文

を

示

そ

う

。 

 
 

画

師

楊

公

雪

舟

、

勝

地

を

豊

府

西

北

の

隅

に

相

攸

し
ょ
う
ゆ
う

し

、

一

小

楼

を

剏

作

そ

う

さ

く

し

、

題

傍

だ

い

ぼ

う

し

て

天

開

図

画

と

曰い

う

、

滄

海

前

に

接

し

、

群

峰

後

に

連

な

る

、

孤

城

左

に

聳そ

び

え

、

二

水

右

に

流

れ

る

、 

 

ま

ず

、

直

線

傍

線

部

の

意

味

を

字

句

に

添

い

な

が

ら

確

認

し

て

お

こ

う

。
「

楊

公

雪

舟

」
は

、
通

称

、
道

号

＋

法

諱

で

表

記

さ

れ

る

名
（

雪

舟

等

楊

）
を

、
法

諱

＋

道

号

に

逆

転

さ

せ

、
か

つ

、

等

楊

の

「

楊

」

に

敬

称

で

あ

る

「

公

」

を

付

し

た

呼

称

で

、

雪

舟

本

人

を

さ

す

。
「

勝

地

」
と

は
「

①

最

も

適

し

た

場

所

。
②

景

色

の

よ

い

と

こ

ろ

」

の

意

味

が

あ

る

が

、

こ

こ

で

は

「

画

室

に

適

し

た

景

色

の

よ

い

場

所

」

と

解

釈

で

き

よ

う

。
「

相

攸

」

は

、

熟

語

で

は
「

女

子

が

嫁

ぐ

処

を

選

ぶ

」
と

の

意

味

。「

相

」
と
「

攸

」

を

一

字

ず

つ

分

け

、
「

攸

を

相

し

」

と

読

ん

で

も

、
「

相

」

に

は

「

選

ぶ

」
、
「

攸

」
に

は
「

と

こ

ろ

。
所

」
の

意

味

が

あ

り

、
「

所

を

選

ぶ

」

と

な

る

。
「

剏

作

」

の

「

剏

」

は

「

刱

」

の

俗

字

で

、

「

刱

」
に

は
「

は

じ

め

る

」
の

意

味

が

あ

り

、「

刱

業

」
で

創

業

、

「

刱

造

」
で

創

建

と

な

る

。
よ

っ

て

、
「

剏

作

」
は
「

刱

作

」
＝

創

作

で

、「

新

し

く

作

っ

た

」
と

の

解

釈

で

よ

い

で

あ

ろ

う

。
最

後

に

「

題

傍

」

は

「

札

に

書

き

記

す

」

と

の

意

味

で

あ

る

。

直
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線

傍

線

部

の

意

味

を

と

れ

ば

、「

雪

舟

は

画

室

に

適

し

た

景

色

が

よ

い

場

所

を

、

豊

府

西

北

の

隅

に

選

ん

で

、

小

さ

い

楼

を

新

し

く

作

り

、

札

に

天

開

図

画

と

書

き

記

し

て

い

る

」

と

な

る

。 

 

続

く

点

線

部

で

は

、

天

開

図

画

楼

か

ら

み

え

る

四

方

の

景

色

を

説

明

す

る

。
そ

の

意

味

は

、
楼

の

前

は
「

滄

海

」
、
青

々

と

し

た

海

原

が

広

が

り

、
背

後

に

は
「

群

峰

」
、
群

が

り

た

つ

山

々

が

連

な

る

。
そ

し

て

、
左

手

に

は
「

孤

城

」
が

聳

え

、
右

に

は
「

二

水

」
、

二

筋

の

川

が

流

れ

る

、

と

な

る

。 

 

こ

こ

ま

で

解

釈

を

意

図

的

に

省

略

し

て

き

た

個

所

が

あ

る

。

そ

れ

は

天

開

図

画

楼

の

具

体

的

所

在

地

を

示

す

「

豊

府

西

北

の

隅

」

で

あ

る

。

こ

の

部

分

を

慎

重

に

解

釈

す

る

こ

と

が

本

稿

の

結

論

に

通

じ

る

の

で

あ

る

が

、
こ

こ

で

は

、
ま

ず

、
「

豊

府

」
と

の

意

味

を

確

認

し

て

お

き

た

い

。 

 

「

豊

府

」
と

は
「

豊と

よ

の

府

」
の

こ

と

。「

豊

」
は

豊

後

国

の

略

、

「

府

」
の

一

義

的

な

意

味

は
「

く

ら

。
倉

庫

」
で

あ

る

が

、
「

役

所

」
、
「

人

や

物

の

多

く

集

ま

る

と

こ

ろ

。

物

事

の

中

心

」
、
「

み

や

こ

。

ま

ち

」

等

の

意

味

も

あ

る

。

つ

ま

り

「

豊

府

」

と

は

、

豊

後

国

の

役

所

が

あ

り

、

政

治

的

・

経

済

的

な

中

心

地

、

都

と

も

呼

ぶ

べ

き

場

所

を

意

味

し

て

い

る

。

で

は

、

雪

舟

が

豊

後

国

滞

在

し

て

い

た

文

明

八

年

前

後

、

幅

を

と

っ

て

、

室

町

時

代

に

お

い

て

、

豊

後

国

の

中

心

地

、

都

と

も

呼

ぶ

べ

き

場

所

は

ど

こ

か

。

そ

れ

は

、

古

く

は

豊

後

国

衙

こ

く

が

・

国

府

所

在

地

で

あ

り

、

当

時

は

守

護

大

友

氏

の

拠

点

＝

大

友

館

が

置

か

れ

、

府

中

と

呼

ば

れ

て

い

た

地

域

に

他

な

ら

な

い

。

そ

の

詳

細

な

推

定

範

囲

つ

い

て

は

後

述

す

る

が

、

概

略

、

現

大

分

市

内

、

大

分

川

下

流

左

岸

の

平

地

部

と

そ

の

南

に

位

置

す

る

上

野

台

地

を

含

む

地

域

で

あ

っ

た

。 

 

呆

夫

良

心

『

天

開

図

画

楼

記

』

の

所

在

地

に

関

す

る

記

述

の

要

約

を

再

度

示

す

と

、「

雪

舟

は

、
豊

後

国

の

政

治

経

済

の

中

心

地

、

当

時

府

中

と

呼

ば

れ

て

い

た

地

域

の

一

角

、

景

色

の

よ

い

所

に

画

室

を

設

け

、

天

開

図

画

楼

と

名

付

け

た

。

そ

れ

は

、

前

方

は

海

、

背

後

は

山

々

、

左

手

に

孤

城

が

見

え

、

右

に

二

筋

の

川

が

流

れ

て

い

る

場

所

で

あ

っ

た

」

と

な

ろ

う

。 

 
㈡

先

行

研

究

の

整

理 

 

「

は

じ

め

に

」

で

述

べ

た

よ

う

に

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

に

つ

い

て

、『

天

開

図

画

楼

記

』
の

上

述

部

分

を

も

と

に

、
明

治
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時

代

か

ら

さ

ま

ざ

ま

な

説

が

提

示

さ

れ

て

き

た

。

自

説

を

展

開

す

る

前

に

、

こ

れ

ま

で

の

代

表

的

な

先

行

研

究

を

整

理

し

て

お

き

た

い

。
な

お

、
こ

れ

ら

先

行

研

究

か

ら

引

用

す

る

に

あ

た

り

、

時

代

の

経

過

に

よ

り

、

変

化

し

て

い

る

地

名

や

施

設

名

な

ど

に

つ

い

て

は

、
筆

者

が
（

）
で

現

在

の

名

称

を

補

足

す

る

。
ま

た

、

先

行

研

究

が

提

示

す

る

天

開

図

画

楼

推

定

地

を

現

在

の

地

図

上

に

示

し

た

図

３

・

４

を

一

七

頁

に

掲

載

し

て

い

る

。 

 

管

見

の

限

り

、

最

初

に

天

開

図

画

楼

所

在

地

に

つ

い

て

言

及

し

た

の

は

、
沼

田

頼

輔
『

画

聖

雪

舟

』
（

明

治

四

五

年

二

月
・
一

九

一

二

刊

）
で

あ

る

(

７

)

。
同

書

に

お

い

て

沼

田

は

、
天

開

図

画

楼

が

設

け

ら

れ

た

場

所

を

「

今

の

大

分

町

（

大

分

市

中

心

部

）

よ

り

北

行

四

、

五

町

を

隔

て

た

上

之

原

（

上

野

台

地

）

と

い

う

と

こ

ろ

で

あ

る

か

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

処

は

小

高

き

丘

陵

で

眺

望

の

極

め

て

宜

し

き

と

こ

ろ

で

あ

る

」
と

し

、
前

方

の

海

は

萏

湾

（

別

府

湾

）
、

背

後

の

山

々

は

四

極

山

し

は

つ

さ

ん

（

高

崎

山

）
、

左

手

の

孤

城

は

高

崎

城
（

高

崎

山

山

頂

）
、
右

手

の

二

筋

の

川

は

大

分

川

に

比

定

し

て

い

る

。 

沼

田

は

自

説

を

提

示

し

た

上

で

、

大

分

の

郷

土

史

家

二

名

が

唱

え

て

い

る

説

を

紹

介

し

て

い

る

。

一

人

目

は

佐

藤

鶴

谷

（

佐

藤

蔵

太

郎

）
の
「

元

亀

年

間
（

戦

国

時

代 

一

五

七

〇

～

七

二

）

に

、

上

野

台

地

上

の

真

言

宗

・

金

剛

宝

戒

寺

付

近

に

あ

っ

た

さ

れ

る

清

幽

亭

と

い

う

一

小

亭

が

天

開

図

画

楼

の

遺

物

で

は

あ

る

ま

い

か

」

と

の

説

。

二

人

目

は

日

名

子

杣

軒

（

日

名

子

太

郎

）

の

「

七

十

二

連

隊

兵

営

の

近

傍

の

丘

上

」

と

の

説

で

あ

る

。

日

名

子

説

を

補

足

す

れ

ば

、
七

十

二

連

隊

と

は

明

治

四

一

年
（

一

九

〇

八

）

に

当

時

の

大

分

町

に

設

置

さ

れ

た

陸

軍

歩

兵

第

七

二

連

隊

の

こ

と

で

、

そ

の

兵

営

地

は

現

在

の

大

分

大

学

教

育

学

部

附

属

小

・

中

学

校

一

帯
（

大

分

市

王

子

新

町

、
以

下

、
附

属

小
・
中

学

校

と

略

記

）

で

あ

り

、

そ

の

近

傍

の

丘

上

と

は

、

西

側

の

大

分

市

高

尾

台

及

び

高

崎

付

近

を

さ

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

こ

れ

に

よ

り

、

沼

田

頼

輔

が

『

画

聖

雪

舟

』

を

著

す

以

前

に

、

地

元

の

郷

土

史

家

二

名

が

天

開

図

画

楼

所

在

地

に

関

す

る

論

考

を

発

表

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

典

拠

文

献

が

示

さ

れ

て

い

な

い

た

め

、

原

典

を

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

 

沼

田

は

周

囲

の

景

観

に

つ

い

て

、

背

後

の

山

々

を

四

極

山

＝

高

崎

山

と

し

な

が

ら

、

左

手

の

孤

城

を

高

崎

城

（

中

世

後

期

、

高

崎
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山

頂

に

築

か

れ

て

い

た

山

城

）

と

し

、

明

ら

か

に

矛

盾

を

起

こ

し

て

い

る

。『

画

聖

雪

舟

』
を

著

す

に

あ

た

り

、
沼

田

が

現

地

を

訪

れ

て

い

る

こ

と

は

文

章

か

ら

う

か

が

え

る

が

、

ど

れ

ほ

ど

正

確

な

情

報

を

得

て

い

た

の

か

一

抹

の

不

安

を

覚

え

る

。

い

ず

れ

に

し

ろ

、

先

行

す

る

佐

藤

・

日

名

子

両

名

の

説

を

踏

ま

え

、

上

之

原

＝

上

野

台

地

は

眺

望

が

た

い

へ

ん

よ

い

と

こ

ろ

で

、

そ

の

地

形

は

『

天

開

図

画

楼

記

』

の

記

述

に

一

致

す

る

と

の

理

由

で

、

天

開

図

画

楼

は

上

野

台

地

上

に

あ

っ

た

と

考

え

て

い

た

。 

 

そ

し

て

、

沼

田

に

先

行

す

る

佐

藤

蔵

太

郎

は

上

野

台

地

上

で

も

金

剛

宝

戒

寺

付

近

、

日

名

子

太

郎

は

現

附

属

小

・

中

学

校

西

側

の

丘

陵

上

と

考

え

て

い

た

こ

と

が

確

認

で

き

る

。 

 

沼

田

に

つ

い

で

、

詳

細

な

研

究

を

発

表

し

た

の

は

、

戦

前

、

大

分

県

史

蹟

名

勝

天

然

紀

念

物

調

査

委

員

を

務

め

て

い

た

工

藤

覚

次

で

あ

る

。
工

藤

は
「

豊

後

に

於

け

る

雪

舟

の

遺

蹟

」(

８

)

に

お

い

て

、

次

の

よ

う

に

論

を

展

開

し

て

い

る

（

な

お

、

要

約

文

中

の

〈

〉

は

工

藤

が

付

し

た

補

注

で

あ

る

）
。 

 

○

豊

府

と

は

、

豊

後

の

府

衙

た

る

大

友

氏

の

居

城

即

ち

上

野

館

、

府

内

館

、

大

友

館

或

い

は

西

山

城

、

豊

府

城

、

大

友

城

な

ど

と

呼

ば

れ

て

い

る

、

今

の

大

分

市

大

字

上

野

字

御

屋

敷

を

中

核

と

し

、

大

友

氏

時

代

の

絵

図

面

に

見

え

る

大

友

役

所

並

に

蔵

場

を

中

心

と

し

て

最

南

の

三

宝

院

町

〈

今

の

元

町

の

南

端

〉
、
最

西

北

端

の

長

池

町

、
東

北

方

の

坊

ヶ

小

路

町

等

の

四

十

余

町

を

含

ん

だ

附

近

一

帯

の

地

域

を

総

称

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。 

○

豊

府

西

北

の

隅

と

は

、

西

は

丘

陵

、

北

は

海

で

限

ら

れ

た

一

隅

に

位

置

し

て

い

る

、

古

来

勝

地

と

し

て

詩

歌

に

吟

詠

さ

れ

て

い

る

笠

結

か

さ

ゆ

い

島

、

今

の

萏

小

島

（

大

分

市

生

石

港

町

二

丁

目

）

近

く

の

丘

陵

の

崖

頭

の

あ

た

り

さ

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。 

○
「

滄

海

前

に

接

し

」
と

は

萏

の

滄

海

、「

群

峰

後

に

連

な

り

」
と

は

霊

山

、
有

蔵

、
本

宮

等

の

山

々

、
「

孤

城

左

に

聳

え

」
と

は

高

崎

山

山

頂

の

高

崎

城

、「

二

水

右

に

流

る

」
と

は

大

分

川

の

本

流

と

分

流

が

右

方

に

流

れ

て

い

る

の

を

さ

し

た

も

の

で

あ

ろ

う

。 
○

大

友

氏

時

代

の

絵

図

面

を

見

る

と

、

二

つ

川

が

並

行

し

て

流

れ

て

い

る

。
そ

の

東

側

の

川

に

大

川

筋

の

記

入

が

あ

り

、
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今

津

留

村

（

大

分

市

今

津

留

・

西

浜

・

大

津

町

な

ど

）

の

東

を

過

ぎ

、

沖

之

明

神

島

の

東

で

海

に

注

ぐ

。

西

側

の

川

は

今

津

留

村

の

西

を

流

れ

、

長

池

（

大

分

市

大

手

町

二

丁

目

）

の

舟

入

、

長

浜

宮

（

大

分

市

大

手

町

三

丁

目

）

の

北

を

迂

回

し

、

湊

舟

入

の

辺

よ

り

右

折

し

、

沖

之

明

神

島

の

西

に

て

海

に

注

い

で

い

る

。 

○

以

上

の

点

か

ら

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

は

笠

結

島

、

今

の

萏

小

島

か

ら

数

百

歩

（

約

九

〇

〇

ｍ

前

後

）

の

距

離

に

あ

る

丘

陵

の

崖

頭

あ

た

り

（

大

分

市

上

白

木

付

近

）

と

思

わ

れ

る

。 

 

以

上

の

よ

う

に

、

工

藤

は

「

大

友

氏

時

代

の

絵

図

面

」

を

基

に

、

豊

府

の

範

囲

と

四

方

景

観

の

う

ち

、
「

二

水

右

に

流

れ

る

」

の

部

分

を

考

証

し

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

、

現

在

の

西

大

分

地

区

、

別

府

湾

を

直

接

臨

む

丘

陵

の

先

端

付

近

と

推

定

し

て

い

る

。 

 

工

藤

が

い

う
「

大

友

氏

時

代

の

絵

図

面

」
と

は

、
戦

国

時

代

、

府

内

と

呼

ば

れ

た

豊

後

の

中

心

部

を

描

い

た
「

戦

国

府

内

絵

図

」

（
「

府

内

古

図

」
と

も

呼

ば

れ

る

が

、
本

稿

で

は
「

戦

国

府

内

絵

図

」
で

統

一

す

る

）
の

こ

と

で

あ

ろ

う

。
「

戦

国

府

内

絵

図

」
は

数

種

類

が

現

存

し

、

書

き

込

ま

れ

た

情

報

か

ら

大

き

く

三

つ

に

分

類

さ

れ

て

い

る

(

９

)

。
三

分

類

の

う

ち

、
通

常

Ｃ

類

と

さ

れ

る

絵

図

（

図

１

。

大

分

市

歴

史

資

料

館

蔵

）

を

み

る

と

、

大

分

川

の

本

流

・

分

流

が

工

藤

の

説

明

ど

お

り

に

流

れ

て

お

り

（

Ａ

・

Ｂ

類

に

は

分

流

の

み

し

か

描

か

れ

て

い

な

い

。
図

２

参

照

）
、
工 

            

図１  「戦国府内絵図」Ｃ類  

（ 大 分 市 歴 史 資 料 館 蔵 ）  



14 

 

          

藤

が

考

証

の

基

礎

と

し

た

「

大

友

氏

時

代

の

絵

図

面

」

が

「

戦

国

府

内

絵

図

」

Ｃ

類

で

あ

っ

た

こ

と

は

容

易

に

想

像

が

つ

く

。 

 

後

述

す

る

が

、

工

藤

が

示

し

た

豊

府

＝

府

中

の

範

囲

、

及

び

四

方

景

観

の

比

定

は

概

ね

妥

当

で

あ

る

。

た

だ

し

、

府

中

の

範

囲

を

上

述

の

よ

う

に

捉

え

な

が

ら

、

そ

の

「

西

北

の

隅

」

を

な

ぜ

西

大

分

の

萏

小

島

（

笠

結

島

）

付

近

と

し

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

そ

の

近

く

の

丘

陵

の

先

端

と

考

え

た

の

か

は

検

討

の

余

地

が

あ

る

。 

 

戦

後

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

に

言

及

し

た

の

は

、

大

分

県

地

方

史

研

究

会

創

立

時

（

一

九

五

四

年

）

の

主

要

メ

ン

バ

ー

で

あ

っ

た

立

川

輝

信

で

あ

る

。

立

川

は

「

雪

舟

と

大

分

県

」

と

の

論

考

で

、

以

下

の

よ

う

に

、

そ

れ

ま

で

の

説

を

整

理

し

つ

つ

、

自

説

を

提

示

し

て

い

る

(
1
0
)

。 

【

豊

府

の

範

囲

】 

○

当

時

の

府

内

を

さ

し

、

今

の

元

町

よ

り

坊

ヶ

小

路

辺

（

大

分

市

錦

町

付

近

）

に

至

る

大

分

川

に

沿

っ

た

街

で

あ

る

。 

【

所

在

地

諸

説

】 

⑴

上

野

台

地

（

上

原

） 
 

 
 

 
 

 

…

一

般

的

な

説 

 
 

①

大

分

大

学

経

済

学

部

（

現

大

分

県

立

芸

術

文

化

短

期

大

学

、

以

下

、

県

芸

文

短

大

と

略

記

）

付

近 

 
 

②

金

剛

宝

戒

寺

付

近 

 

⑵

大

分

大

学

学

芸

学

部

（

現

附

属

小

・

中

学

校

）

西

側

台

地 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

…

日

名

子

太

郎

説 

⑶

西

大

分

・

豊

崎

（

笠

結

島

近

く

の

丘

陵

先

端

） 

…

工

藤

覚

次

説 

 

図２  「戦国府内絵図」Ｂ類  

（ 大 分 市 歴 史 資 料 館 蔵 ）  
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【

立

川

説

】 
○

『

天

開

図

画

楼

記

』

が

記

す

四

方

景

観

に

は

上

野

台

地

が 
一

番

よ

く

合

致

し

て

い

る

。 

○

雪

舟

が

万

寿

寺

住

持

の

桂

庵

玄

樹

を

頼

っ

て

来

た

と

す

れ

ば

、

万

寿

寺

の

近

く

で

あ

る

上

野

台

地

が

雪

舟

に

と

っ

て

都

合

が

よ

い

。 

○

上

野

台

地

は

当

時

の

府

内

の

市

街

地

に

程

近

く

、

し

か

も

景

観

も

よ

く

、
閑

静

で

画

楼

を

設

け

る

の

に

適

地

で

あ

る

。 

○

工

藤

説

の

西

大

分

・

豊

崎

は

、

当

時

、

眼

前

に

は

瓜

生

島

が

あ

り

、

神

宮

寺

浦

が

近

く

、

柞

原

参

道

を

経

て

別

府

に

通

じ

る

地

点

で

閑

静

で

は

な

く

、

且

つ

瓜

生

島

の

景

観

に

は

少

し

も

触

れ

ら

れ

て

お

ら

ず

、

高

崎

山

は

左

手

後

ろ

に

な

り

、

見

え

て

い

な

い

。

ま

た

、

万

寿

寺

に

遠

く

、

文

人

墨

客

が

訪

ね

る

地

点

と

し

て

は

上

野

台

地

に

比

較

し

て

条

件

が

悪

い

。 

○

日

名

子

説

の

学

芸

学

部

西

側

の

丘

陵

は

付

近

に

人

家

は

少

な

く

、

交

通

も

悪

く

、

人

の

住

む

に

は

は

な

は

だ

不

便

で

あ

っ

た

と

思

う

。

雪

舟

は

画

楼

を

営

む

地

と

し

て

選

ば

な

か

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

○

立

川

説

と

従

来

の

上

野

台

地

説

と

の

相

違

点 

⑴

大

臣

塚

は

今

で

も

万

寿

寺

の

所

有

地

で

、
当

時

は

蒋

ヶ

ま

こ

も

が

池い

け

か

ら

続

い

て

そ

の

境

内

で

あ

っ

た

か

ら

、
「

あ

け

ぼ

の

寮

」
付

近
（

芸

文

短

大

南

側

。
平

成

六

年

に

移

転

し

、

現

在

は

空

き

地

）

が

よ

い

と

思

う

が

、

豊

府

の

西

北

隅

と

は

言

え

な

い

。 

⑵

上

野

変

電

所

西

隣

の

字

「

壇

の

元

」

一

帯

の

台

地

（

壇

ノ

本

。

大

分

市

上

野

丘

一

丁

目

付

近

）

か

、

墓

地

公

園

の

高

台

と

推

定

す

る

が

、
墓

地

公

園

と

す

れ

ば

大

友

屋

形(

上

原

館)

を

眼

下

に

す

る

の

で

、
壇

の

元

が

有

力

で

は

な

い

か

と

考

え

る

。 

 

以

上

、

立

川

は

ま

ず

、

上

野

台

地

説

が

一

般

的

な

説

で

あ

る

が

、

上

野

台

地

上

で

も

、

現

県

芸

文

短

大

付

近

と

金

剛

宝

戒

寺

付

近

の

二

説

に

分

か

れ

る

と

す

る

。

前

述

し

た

よ

う

に

、

金

剛

宝

戒

寺

付

近

説

は

佐

藤

蔵

太

郎

が

提

示

し

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

一

方

、

管

見

の

限

り

、

現

県

芸

文

短

大

付

近

を

候

補

地

と

す

る

論

考

は

確

認

で

き

て

い

な

い

。

当

時

、

郷

土

史

研

究

者
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間

の

話

題

の

中

で

現

県

芸

文

短

大

付

近

説

を

提

示

す

る

人

が

い

た

の

で

あ

ろ

う

。 

 

次

に

、

日

名

子

説

・

工

藤

説

を

紹

介

し

た

上

で

、

こ

れ

ら

を

諸

条

件

が

悪

い

と

退

け

、

結

果

、

上

野

台

地

が

最

適

地

で

あ

る

と

す

る

。
た

だ

、
上

野

台

地

上

で

も

、
「

あ

け

ぼ

の

寮

」
付

近

は

万

寿

寺

ゆ

か

り

の

地

に

近

く

、
適

地

だ

と

考

え

る

が

、「

豊

府

西

北

の

隅

」

と

は

い

え

な

い

と

否

定

し

、

字

壇

ノ

本

付

近

が

有

力

と

し

て

い

る

。 

 

立

川

の

論

述

で

注

目

す

べ

き

は

、「

あ

け

ぼ

の

寮

」
付

近

説

を

「

豊

府

西

北

の

隅

」

で

は

な

い

と

の

理

由

で

否

定

し

て

い

る

点

で

あ

る

。
工

藤

覚

次

も
「

豊

府

西

北

の

隅

」
に

着

目

し

な

が

ら

、

そ

れ

を

西

大

分

の

笠

結

島

付

近

と

し

て

い

る

こ

と

に

つ

い

て

は

先

に

検

討

の

余

地

あ

り

と

し

た

。

一

方

、

立

川

は

豊

府

＝

府

中

の

範

囲

を

工

藤

よ

り

も

狭

く

捉

え

、

県

芸

文

短

大

南

側

を

「

豊

府

西

北

の

隅

」

と

は

言

え

な

い

と

し

、

県

芸

文

短

大

よ

り

北

西

に

あ

る

字

壇

ノ

本

付

近

を

推

定

地

と

し

て

い

る

。

立

川

が

示

す

豊

府

の

範

囲

の

中

で

字

壇

ノ

本

が

西

北

に

あ

た

る

の

か

、

正

直

疑

問

で

あ

る

。

た

だ

、

立

川

が

論

文

を

発

表

し

た

当

時

、

守

護

大

友

氏

の

拠

点

＝

大

友

館

と

捉

え

ら

れ

て

い

た

場

所

（

現

在

は

上

原

館

と

呼

ぶ

。

室

町

時

代

の

大

友

館

所

在

地

に

つ

い

て

は

後

述

す

る

。

図

４

参

照

）

か

ら

み

れ

ば

、

県

芸

文

短

大

南

側

は

西

北

と

は

い

え

ず

、
字

壇

ノ

本

付

近

は

ま

さ

し

く

西

北

に

あ

た

る

。

立

川

は

豊

府

の

中

心

で

あ

る

大

友

館

（

現

上

原

館

）

か

ら

の

位

置

関

係

で

、

字

壇

ノ

本

付

近

を

天

開

図

画

楼

所

在

地

と

考

え

た

の

で

あ

ろ

う

。 

 

天

開

図

画

楼

所

在

地

に

関

す

る

先

行

研

究

の

最

後

と

し

て

、

大

分

県

の

代

表

的

通

史

で

あ

る

『

大

分

県

史

』

の

説

を

紹

介

し

て

お

こ

う

。 

ま

ず

、
『

大

分

県

史 

中

世

篇Ⅱ

』

(
1
1
)

で

は

「

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

に

つ

い

て

現

在

の

と

こ

ろ

大

き

く

二

つ

の

説

が

あ

る

」

と

し

、

上

野

の

台

地

と

す

る

説

と

西

大

分

の

丘

陵

地

と

す

る

説

を

紹

介

し

て

い

る

。

そ

の

上

で

、
「
「

豊

府

の

西

北

隅
」

を

当

時

の

中

心

で

あ

っ

た

現

在

の

大

分

市

元

町

付

近

か

ら

類

推

し

て

み

る

と

、

西

大

分

付

近

と

い

う

こ

と

に

な

る

」
、
「

こ

の

点

上

野

の

台

地

と

す

る

説

に

は

や

や

難

点

が

あ

る

」

と

す

る

。

結

論

と

し

て

は

、「

現

時

点

で

比

定

す

る

に

は

や

や

無

理

が

あ

る

の

で

、
今 
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図３  先行研究における天開図画楼所在推定地  

図４  上野台地上の天開図画楼所在推定地  
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後

の

調

査

に

ゆ

だ

ね

る

」

と

す

る

も

の

の

、
『

天

開

図

画

楼

記

』

の

「

豊

府

西

北

の

隅

」

に

注

目

し

、

そ

れ

は

西

大

分

付

近

が

適

当

で

あ

り

、
上

野

台

地

説

に

は

難

点

が

あ

り

と

の

記

述

か

ら

は

、 

西

大

分

付

近

が

有

力

と

考

え

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。 

㈢

「

豊

府

」

＝

府

中

の

範

囲

と

守

護

所 

豊

後

・

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

め

ぐ

る

代

表

的

な

先

行

研

究

は

以

上

の

と

お

り

で

あ

る

。

こ

れ

ら

先

行

研

究

が

提

示

す

る

所

在

推

定

地

を

踏

ま

え

、

自

説

を

述

べ

て

い

こ

う

。 

何

度

も

述

べ

る

が

、

豊

後

・

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

考

え

る

根

拠

は

呆

夫

良

心

『

天

開

図

画

楼

記

』

の

勝

地

を

「

豊

府

西

北

の

隅

」

に

選

ん

だ

と

の

文

言

と

、

所

在

地

の

四

方

景

観

の

記

述

で

あ

る

。「

豊

府

」
と

は

古

く

は

豊

後

国

衙
・
国

府

の

所

在

地

で

あ

り

、

室

町

時

代

は

守

護

大

友

氏

の

拠

点

＝

大

友

館

が

置

か

れ

、

府

中

と

呼

ば

れ

て

い

た

地

域

で

あ

っ

た

と

、

す

で

に

指

摘

し

た

。

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

は

そ

の

「

西

北

の

隅

」

と

い

う

の

で

あ

る

か

ら

、「

豊

府

」
＝

府

中

の

範

囲

を

示

せ

ば

、
そ

の

場

所

は

自

ず

と

推

定

で

き

る

。 

先

行

研

究

に

お

い

て

も

、
工

藤

覚

次
・
立

川

輝

信
・
『

大

分

県

史

』
が
「

西

北

の

隅

」
に

着

目

し

、
所

在

地

を

考

察

し

て

い

た

。

し

か

し

、

工

藤

説

の

「

豊

府

西

北

の

隅

」

を

西

大

分

・

萏

小

島

付

近

と

す

る

点

に

は

検

討

の

余

地

が

あ

る

と

疑

問

を

呈

し

た

。

ま

た

、

立

川

は

ど

う

も

上

野

台

地

上

の

大

友

館

＝

上

原

館

を

基

準

に

「

西

北

の

隅

」

を

字

壇

ノ

本

付

近

と

考

え

て

い

た

よ

う

だ

と

指

摘

し

た

。

先

行

研

究

の

整

理

か

ら

導

い

た

課

題

、
「

豊

府

」

＝

府

中

の

範

囲

、

室

町

時

代

の

大

友

館

の

所

在

地

、

こ

の

二

点

を

明

ら

か

に

す

れ

ば

、
天

開

図

画

楼

の

所

在

地

は

推

定

で

き

る

。 

 

で

は

、
ま

ず

、「

豊

府

」
＝

府

中

の

範

囲

か

ら

検

討

し

て

行

こ

う

。

室

町

時

代

の

府

中

の

範

囲

に

つ

い

て

は

、

別

に

論

じ

た

と

こ

ろ

で

あ

る

(
1

2
)

。
府

中

の

範

囲

を

明

ら

か

に

す

る

論

証

は

複

雑

で

あ

る

た

め

、

こ

こ

で

は

要

旨

を

紹

介

す

る

に

留

め

た

い

。 

 

鎌

倉

時

代

中

期

の

建

長

六

年
（

一

二

五

四

）
、
豊

後

国

守

護

三

代

大

友

頼よ

り

泰や

す

は

、

恐

ら

く

守

護

所

＝

大

友

館

の

設

置

を

念

頭

に

僧

幸こ

う

秀
し
ゅ
う

ら

か

ら

、

半

ば

強

制

的

に

、
「

高

国

府

た

か

ご

う

地

頭

職

」

を

入

手

し

た

。
し

か

し

、
高

国

府

は

大

友

頼

泰

の

叔

父
・
志

賀

能よ

し

郷さ

と

が

支

配

権

を

持

つ
「

勝か

ち

津

留

か

つ

る

」
を

含

ん

で

い

た

。
能

郷

の

母
・
尼

深し

ん

妙
み
ょ
う

（

頼

泰

祖

母

）

は

、

大

友

頼

泰

の

高

国

府

地

頭

職

入

手

に

よ
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り

、

能

郷

の

勝

津

留

支

配

が

不

利

益

を

被

る

と

考

え

、

高

国

府

地

頭

職

の

旧

所

持

者

で

あ

る

幸

秀

ら

に

ク

レ

ー

ム

を

つ

け

、

能

郷

の

勝

津

留

支

配

権

が

制

約

を

受

け

な

い

こ

と

を

保

証

さ

せ

た

。

そ

の

上

で

、

深

妙

か

ら

の

要

求

が

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

、

頼

泰

も

能

郷

の

勝

津

留

支

配

権

を

安

堵

し

た

。 

 

大

友

頼

泰

は

、

恐

ら

く

、

祖

母

・

叔

父

と

の

間

に

多

少

の

軋

轢

を

生

む

こ

と

を

承

知

の

上

で

、

幸

秀

ら

に

迫

っ

て

高

国

府

地

頭

職

入

手

を

断

行

し

た

。

そ

れ

は

豊

後

国

定

住

、

守

護

所

＝

居

館

の

設

置

を

に

ら

ん

で

の

行

動

で

あ

っ

た

（

初

代

大

友

能

直

・

二

代

親

秀

も

豊

後

国

守

護

で

あ

っ

た

が

、

豊

後

国

へ

は

下

向

し

て

こ

な

か

っ

た

）
。 

こ

こ

で

、

頼

泰

の

高

国

府

地

頭

職

入

手

の

経

緯

を

述

べ

た

の

は

、

室

町

時

代

の

府

中

の

範

囲

を

考

え

る

基

礎

に

な

る

か

ら

あ

る

。

ま

ず

、

狭

義

の

高

国

府

の

範

囲

か

ら

述

べ

よ

う

。

高

国

府

と

は
「

国

府

」
の

文

字

が

示

す

よ

う

に

豊

後

国

衙

に

由

来

す

る

。

豊

後

国

衙

の

所

在

地

は

長

年

の

発

掘

調

査

に

よ

っ

て

も

特

定

で

き

て

い

な

い

。

し

か

し

、

現

在

も

残

る

古

国

府

ふ

る

ご

う

と

こ

れ

ま

で

触

れ

て

き

た

高

国

府

と

の

地

名

か

ら

、

当

初

、

現

在

の

古

国

府

地

区

（

上

野

台

地

南

側

平

地

部

）

に

あ

っ

た

も

の

が

、

高

台

に

移

転

し

た

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

移

転

し

た

高

台

と

は

古

国

府

地

区

に

程

近

い

上

野

台

地

で

あ

り

、

狭

義

の

高

国

府

の

範

囲

は

上

野

台

地

一

帯

と

い

え

る

。

国

衙

移

転

時

期

は

定

か

で

は

な

い

が

、

台

地

全

体

の

地

割

関

係

か

ら

、

現

在

の

金

剛

宝

戒

寺

北

側

に

あ

っ

た

上

野

廃

寺

の

存

在

下

限

で

あ

る

九

世

紀

前

半

ま

で

に

は

移

転

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。 

次

に

、

大

友

頼

泰

の

高

国

府

地

頭

職

入

手

の

際

、

高

国

府

に

含

ま

れ

て

い

た

勝

津

留

の

範

囲

を

示

そ

う

。

勝

津

留

の

範

囲

は

同

所

の

開

発

に

係

る

平

安

時

代

後

期

の

史

料

四

点

に

示

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

ら

に

よ

れ

ば

、

東

西

南

北

の

境

界

は

、

北

と

東

は

大

分

川

、

南

は

上

野

台

地

南

東

の

崖

に

彫

ら

れ

た

現

在

の

岩

屋

寺

石

仏

付

近

、

西

は

岩

屋

寺

石

仏

の

西

側

か

ら

上

野

台

地

に

上

り

、

台

地

上

を

南

北

に

貫

く

道

で

あ

っ

た

。

こ

の

範

囲

を

現

在

の

地

名

で

表

記

す

れ

ば

、
東

は

大

分

川

左

岸

の

元

町

東

側

平

地

、

北

は

塩し

ょ

九

升

く

じ

ょ

う

を

含

む

長

浜

町

北

側

一

帯

、

南

は

岩

屋

寺

石

仏

南

側

付

近

、

西

は

現

在

の

県

芸

文

短

大

の

西

を

通

り

、

顕

徳

町

に

下

り

、

塩

九

升

通

り

の

西

側

に

通

じ

る

道

と

な

る

。 
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大

友

頼

泰

が

地

頭

職

を

入

手

し

た

高

国

府

と

は

上

野

台

地

と

勝

津

留

、

概

略

で

示

せ

ば

大

分

川

左

岸

の

平

地

部

を

中

心

と

す

る

地

域

を

含

ん

で

い

た

（

図

５

）
。 

 

先

に

、

大

友

頼

泰

の

高

国

府

地

頭

職

入

手

は

守

護

所

の

設

置

を

念

頭

に

し

て

い

た

と

述

べ

た

。

で

は

、

守

護

所

は

ど

こ

に

置

か

れ

た

の

か

。 

以

前

は

、

立

川

輝

信

が

そ

う

で

あ

っ

た

よ

う

に

、

現

在

も

土

塁

や

空

堀

が

残

る

上

野

台

地

上

の

小

字

「

御

屋

敷

」

の

地

こ

そ

守

護

所

＝

大

友

館

と

考

え

ら

れ

て

い

た

。

し

か

し

、

今

は

上

原

館

と

呼

ば

れ

る

こ

の

地

で

近

年

数

次

に

わ

た

り

実

施

さ

れ

た

発

掘

調

査

に

よ

れ

ば

、

ま

ず

土

塁

の

構

築

年

代

は

一

五

世

紀

後

半

以

降

、

内

部

で

出

土

し

た

中

世

の

遺

構

は

戦

国

時

代

後

半

の

一

六

世

紀

半

ば

か

ら

に

限

ら

れ

、

平

安

時

代

か

ら

鎌

倉

・

室

町

時

代

前

半

の

遺

構

は

現

在

の

と

こ

ろ

確

認

さ

れ

て

い

な

い

。

現

時

点

で

の

発

掘

調

査

結

果

に

基

づ

け

ば

、

上

原

館

の

地

に

大

友

頼

泰

が

そ

の

守

護

所

を

置

い

た

と

は

考

え

づ

ら

い

。 

高

国

府

の

範

囲

か

ら

い

え

ば

、

勝

津

留

、

す

な

わ

ち

大

分

川

左

岸

の

平

地

部

に

居

館

を

置

く

こ

と

も

、

論

理

上

は

、

可

能

で

あ

っ

た

ろ

う

。

し

か

し

、

高

国

府

に

内

包

さ

れ

て

い

る

と

は

い

え

、

勝

津

留

は

志

賀

能

郷

の

支

配

下

に

あ

り

、

そ

の

内

部

に

居

館

を

置

く

こ

と

は

不

可

能

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

上

原

館

の

地

も

除

外

さ

れ

る

。

と

な

れ

ば

、

頼

泰

が

守

護

所

を

置

い

た

の

は

、

上

野

台

地

上

の

勝

津

留

部

分

と

上

原

館

の

地

を

除

い

た

場

所

か

、

頼

泰

が

地

頭

職

を

持

つ

荏

隈

郷

内

の

上

野

台

地

に

近

い

場

所

で

あ

っ

た

と

推

定

で

き

る

。 

 

さ

て

、

大

友

頼

泰

は

高

国

府

地

頭

職

を

入

手

す

る

一

二

年

前

の

仁

治

三

年
（

一

二

四

二

）
に

二

八

か

条

か

ら

な

る

武

家

法
「

新

御

成

敗

状

」
を

制

定

し

て

い

る
（

そ

の

二

年

後

に

出

さ

れ

た
「

追

加

」
一

六

か

条

と

合

わ

せ

、
鎌

倉

大

友

法

と

呼

ば

れ

る

）
。
こ

の

二

八

か

条

の

内

、

四

か

条

に

「

府

中

」

が

登

場

し

、

内

容

か

ら

「

府

中

」

に

関

わ

る

と

考

え

ら

れ

る

条

項

が

六

か

条

あ

る

。 

 

で

は

、
豊

後

の
「

府

中

」
と

は

ど

こ

な

の

か

。
文

永

六

年
（

一

二

六

九

）
、
大

友

頼

泰

は

豊

後

国

玖

珠

郡

野

上

村
（

大

分

県

九

重

町

）

の

地

頭

野

上

資

直

に

裁

判

の

た

め

「

上

府

」

＝

「

府

」

に

参

上

す

る

こ

と

を

命

じ

た

。

こ

れ

は

「

府

」

に

頼

泰

の

守

護

所

が

置

か

れ

て

い

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。「

府

」
す

な

わ

ち

豊

後



大分市美術館 平成 30 年度（2018 年度）調査・研究報告 

21 

 

の

府

中

に

守

護

所

が

置

か

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

先

に

示

し

た

頼

泰

の

守

護

所

の

場

所

及

び

、「

府

中

」
は

一

般

に

古

代

の

国

衙

に

付

随

し

た

町

を

淵

源

と

す

る

と

考

え

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

鎌

倉

時

代

の

府

中

と

は

、

広

義

の

高

国

府

＝

上

野

台

地

及

び

大

分

川

左

岸

の

平

地

部

分

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

南

北

朝

時

代

初

期

、

建

武

三

年

（

一

三

三

六

）

の

史

料

に

は

府

中

と

高

国

府

が

併

記

さ

れ

る

も

の

が

あ

る

。

こ

の

使

用

例

か

ら

は

府

中

の

中

に

高

国

府

が

あ

り

、

さ

ら

に

、

高

国

府

で

特

定

の

場

所

＝

守

護

所

を

意

味

す

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

。

こ

の

こ

と

は

、

南

北

朝

時

代

初

期

の

守

護

所

は

上

原

館

地

を

除

く

上

野

台

地

に

あ

っ

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。 

し

か

し

、

建

武

四

年

以

降

、

守

護

所

を

意

味

す

る

高

国

府

の

使

用

事

例

は

姿

を

消

す

。

そ

し

て

、

室

町

時

代

に

な

る

と

、

府

中

と

の

表

記

で

守

護

所

を

意

味

す

る

事

例

が

確

認

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

大

友

氏

の

守

護

所

は

室

町

時

代

に

高

国

府

＝

上

野

台

地

か

ら

府

中

の

平

地

部

、

言

い

換

え

れ

ば

、

勝

津

留

の

平

地

部

に

移

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

大

友

頼

泰

の

時

代

、
勝

津

留

は

志

賀

能

郷

の

支

配

下

に

あ

り

、 

頼

泰

が

守

護

所

を

勝

津

留

の

平

地

部

に

置

く

こ

と

は

不

可

能

で

あ

っ

た

と

述

べ

た

。

そ

れ

が

可

能

と

な

っ

た

の

は

、

大

友

氏

が

勝

津

留

の

平

地

部

を

侵

害

し

、

自

己

の

影

響

下

に

組

み

込

ん

で

い

っ

た

か

ら

で

あ

っ

た

。

ま

さ

に

、

尼

深

妙

が

懸

念

し

て

い

た

よ

う

に

。

例

え

ば

、

鎌

倉

時

代

後

期

の

徳

治

元

年

（

一

三

〇

六

年

）
、
五

代

大

友

貞さ

だ

親ち

か

は

臨

済

宗

宗

寺

院
・
万

寿

寺

を

創

建

す

る

。

「

戦

国

府

内

絵

図

」

を

み

る

と

、

大

分

川

分

流

の

左

岸

沿

い

に

万

寿

寺

が

あ

る

。
当

該

場

所
（

大

友

氏

遺

跡
・
旧

万

寿

寺

地

区

）

の

発

掘

調

査

で

は

、

一

四

世

紀

前

半

の

遺

構

と

遺

物

が

確

認

さ

れ

て

お

り

、

万

寿

寺

の

創

建

場

所

は

「

戦

国

府

内

絵

図

」

に

み

え

る

場

所

と

同

一

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

場

所

は

ま

さ

に

勝

津

留

内

で

あ

り

、

大

友

氏

当

主

が

志

賀

氏

領

を

侵

害

し

て

い

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

。 

「

戦

国

府

内

絵

図

」
に

み

え

る

大

友

館
（

Ａ

類

で

は

大

友

館

、

Ｂ

・

Ｃ

類

で

は

大

友

御

屋

敷

と

表

記

さ

れ

る

が

、

以

下

、

大

友

館

で

統

一

す

る

）

の

所

在

地

で

あ

る

国

指

定

史

跡

「

大

友

氏

遺

跡

・

大

友

館

跡

」

の

発

掘

調

査

に

よ

れ

ば

、

当

該

地

で

は

南

北

朝

時

代

末

期

の

一

四

世

紀

末

の

建

物

遺

構

が

出

土

し

て

お

り

、
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そ

れ

以

降

、

規

模

は

異

な

る

も

の

の

、

戦

国

時

代

末

期

の

一

六

世

紀

末

ま

で

継

続

し

て

大

名

館

に

ふ

さ

わ

し

い

遺

構

が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

発

掘

調

査

結

果

と

文

献

上

の

推

定

を

合

せ

て

考

え

れ

ば

、

南

北

朝

時

代

初

期

に

上

野

台

地

上

に

あ

っ

た

守

護

所

＝

大

友

館

は

、
南

北

朝

時

代

末

期

に

勝

津

留

の

平

地

部

、「

戦

国

府

内

絵

図

」

に

み

え

る

大

友

館

所

在

地

に

移

転

し

、

戦

国

時

代

末

期

ま

で

当

該

地

に

存

在

し

続

け

た

の

で

あ

る

。

そ

し

て

、

勝

津

留

の

平

地

こ

そ

が

「

戦

国

府

内

絵

図

」

に

描

か

れ

た

府

内

の

町

が

形

成

さ

れ

た

場

所

で

あ

っ

た

。 

こ

れ

ま

で

述

べ

て

き

た

鎌

倉

時

代

中

期

以

降

の

府

中

の

範

囲

と

守

護

所

変

遷

を

、
雪

舟

が

豊

後

国

に

滞

在

し

た

文

明

八

年
（

一

四

七

六

）

前

後

に

絞

っ

て

整

理

し

て

お

こ

う

。

雪

舟

が

天

開

図

画

楼

を

設

け

た

時

期

の

豊

府

＝

府

中

と

は

、

鎌

倉

時

代

ま

で

は

勝

津

留

と

呼

ば

れ

、

戦

国

時

代

後

期

に

府

内

と

呼

ば

れ

る

町

が

形

成

さ

れ

た

、

大

分

川

左

岸

の

平

地

部

と

上

野

台

地

を

含

む

地

域

で

あ

り

、

大

友

氏

の

守

護

所

は

「

戦

国

府

内

絵

図

」

に

「

大

友

館

」

と

み

え

る

場

所

に

置

か

れ

て

い

た

（

図

５

）
。 

 

           

㈣

「

豊

府

西

北

の

隅

」

と

は 

雪

舟

豊

後

滞

在

時

期

の

府

中

が

上

記

の

よ

う

に

捉

え

ら

れ

る

時

、

天

開

図

画

楼

が

置

か

れ

た

「

豊

府

西

北

の

隅

」

と

は

ど

こ

に

な

る

か

。 

こ

こ

で

改

め

て
「

隅

」
の

意

味

を

確

認

し

て

お

き

た

い

。「

隅

」

を

『

大

漢

和

辞

典

』

で

調

べ

る

と

、

主

に

「

①

す

み

・

か

ど

。

②

か

た

・

方

角

。

③

き

し

・

崖

。

④

か

た

わ

ら

」

な

ど

の

意

味 図５  室町時代の府中と大友館位置図  
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が

あ

る

。
一

方

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
で

は
「

①

か

こ

ま

れ

た

区

域

の

か

ど

、

ま

た

は

、

端

の

方

。

②

そ

の

方

角

の

か

な

た

。

天

の

一

角

」
と

あ

る

。『

大

漢

和

辞

典

』
の

①

と

②

は

そ

れ

ぞ

れ

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

の

①

と

②

に

対

応

し

て

い

る

。 

で

は

、
「

豊

府

西

北

の

隅

」
の
「

隅

」
は

①

と

②

の

ど

ち

ら

の

意

味

で

解

釈

す

れ

ば

よ

い

か

。
『

大

漢

和

辞

典

』
、

す

な

わ

ち

漢

語

と

し

て

の

意

味

に

限

れ

ば

、

②

の

方

角

で

も

「

豊

府

か

ら

西

北

の

方

角

」
で

意

味

は

通

じ

る

。
し

か

し

、
『

大

漢

和

辞

典

』
に

対

応

す

る

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

の

②

「

方

角

の

か

な

た

。

天

の

一

角

」
で

解

釈

す

れ

ば

、「

豊

府

か

ら

み

た

西

北

方

向

の

か

な

た

」

と

な

り

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

は

特

定

で

き

な

い

。

漢

和

辞

典

は

漢

字

・

漢

語

の

意

味

を

日

本

語

で

解

説

し

た

辞

典

で

あ

り

、

国

語

辞

典

は

日

本

語

の

単

語

・

連

語

な

ど

の

意

味

を

解

説

し

た

も

の

で

あ

る

。

呆

夫

良

心

が

「

隅

」

を

日

本

語

の

意

味

で

使

用

し

た

、
い

う

な

れ

ば

、『

天

開

図

画

楼

記

』
全

体

を

和

漢

文

と

し

て

著

し

た

と

す

れ

ば

、
「

豊

府

西

北

の

隅

」
の
「

隅

」
は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』
の

①

の

意

味

と

な

り

、「

豊

府

＝

府

中

の

中

の

西

北

地

区

の

す

み

・

か

ど

」

と

な

る

。 

室

町

時

代

、
臨

済

宗

僧

侶

が

著

わ

し

た

漢

詩

文

や

著

作

は
「

五

山

文

学

」

と

総

称

さ

れ

る

。

そ

も

そ

も

中

国

の

禅

宗

寺

院

で

は

修

行

と

共

に

文

学

の

素

養

が

尊

重

さ

れ

て

い

た

。

そ

の

風

潮

が

禅

宗

の

教

え

と

共

に

日

本

に

伝

え

ら

れ

、

漢

文

学

の

隆

盛

を

み

た

の

で

あ

る

。

鎌

倉

時

代

中

期

、

中

国

僧

蘭

渓

ら

ん

け

い

道

隆

ど
う
り
ゅ
う

を

開

山

に

迎

え

創

建

さ

れ

た

鎌

倉

・

建

長

寺

で

は

、

日

常

的

に

中

国

語

が

使

わ

れ

て

い

た

。
同

じ

く

、
中

国

僧

の

無

学

む

が

く

祖

元

そ

げ

ん

や

一

山

一

い

っ

さ

ん

い

ち

寧ね

い

ら

に

よ

り

日

本

の

禅

宗

界

に

も

た

ら

さ

れ

た

漢

文

学

は

当

然

漢

語

（

中

国

語

）

で

著

さ

れ

て

い

た

。

中

国

僧

の

漢

詩

文

を

お

手

本

に

広

ま

っ

た

日

本

人

禅

僧

ら

に

よ

る

漢

詩

文

も

漢

語

を

基

本

に

記

述

さ

れ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

『

天

開

図

画

楼

記

』

の

作

者

呆

夫

良

心

が

ど

れ

だ

け

中

国

語

に

通

じ

て

い

た

か

は

不

明

で

あ

る

が

、

同

記

を

漢

語

で

記

述

し

た

可

能

性

は

排

除

で

き

な

い

。

と

な

れ

ば

、

今

問

題

と

し

て

い

る
「

隅

」
は

漢

語

の

②

の

意

味

、
す

な

わ

ち

、「

豊

府

西

北

の

隅

」

と

は

「

豊

府

か

ら

み

て

西

北

の

方

角

」

と

の

意

味

で

あ

る

可

能

性

も

あ

る

。

そ

し

て

、

こ

の

意

味

で

捉

え

れ

ば

、

工

藤

覚

次

が

唱

え

た

、「

豊

府

西

北

の

隅

」
を

西

大

分

の

笠

結

島

＝

萏

小

島
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付

近

と

し

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

そ

の

近

く

の

丘

陵

上

崖

頭

と

す

る

こ

と

も

可

能

で

あ

る

。
一

方

で

、「

隅

」
が

漢

語

と

し

て

記

述

さ

れ

て

い

た

と

し

て

も

、

漢

語

の

①

の

意

味

で

あ

る

こ

と

も

十

分

あ

り

得

る

。 

禅

僧

が

著

わ

し

た

漢

詩

文

に

み

え

る

「

隅

」

を

漢

語

の

①

と

②

、

ど

ち

ら

の

意

味

で

解

釈

す

れ

ば

よ

い

の

か

。 

「

一 

雪

舟

の

生

涯

」
で

述

べ

た

よ

う

に

、
文

明

一

一

年
（

一

四

七

九

）

頃

、

雪

舟

は

山

口

に

戻

り

、

画

室

を

設

け

る

が

、

そ

の

画

室

も

、

豊

後

府

中

の

画

室

と

同

じ

、

天

開

図

画

楼

と

名

付

け

て

い

る

。

文

明

一

八

年

、

雪

舟

の

友

人

・

了

庵

桂

悟

は

山

口

の

天

開

図

画

楼

を

訪

問

し

、『

天

開

図

画

楼

記

』
を

著

し

て

い

る

。

そ

の

中

に

「

寂

寞

せ

き

ば

く

の

隅

に

燕え

ん

居き

ょ

す

」

と

の

一

文

が

あ

る

。

漢

語

で

、

寂

寞

は

「

①

ひ

っ

そ

り

と

し

た

さ

ま

。

②

広

々

と

し

た

さ

ま

」
、
燕

居

は
「

く

つ

ろ

い

で

い

る

こ

と

」
の

意

で

あ

る

。
こ

の

二

つ

の

漢

語

を

結

ぶ

「

隅

」

の

意

味

は

「

方

角

」

で

は

な

く

、

「

す

み

・

か

ど

」
、

な

い

し

「

か

た

わ

ら

」

で

、
「

寂

寞

の

隅

に

燕

居

す

」

は

「

ひ

っ

そ

り

と

し

た

空

間

、

な

い

し

、

広

々

と

し

た

空

間

の

か

た

す

み

．

．

．

．
で

く

つ

ろ

い

で

い

る

」
と

の

意

味

に

な

る

。 

同

じ

く

雪

舟

に

関

わ

る

、

そ

れ

も

今

検

討

対

象

と

し

て

い

る

漢

詩

文

と

同

じ

名

前

の

漢

詩

文

に

み

え

る

「

隅

」

が

「

方

角

」

の

意

味

で

は

な

い

こ

と

が

確

認

で

き

た

。 

わ

ず

か

一

例

で

あ

る

が

、
「

隅

」
が

漢

語
（

中

国

語

）
と

し

て

記

述

さ

れ

た

と

し

て

も

、「

方

角

」
の

意

味

は

ま

れ

で

あ

り

、「

す

み

・

か

ど

」

の

意

味

が

一

般

的

で

あ

っ

た

と

い

え

よ

う

。

従

っ

て

、

検

討

対

象

の

「

豊

府

西

北

の

隅

」

と

は

「

豊

府

＝

府

中

の

中

の

西

北

地

区

の

す

み

・

か

ど

」

と

解

釈

す

る

の

が

適

切

で

あ

る

。 ㈤

結

論

―

自

説

の

提

示 

よ

う

や

く

、

本

稿

の

結

論

に

た

ど

り

着

い

た

。

雪

舟

が

滞

在

し

て

い

た

時

期

の

豊

後

の

豊

府

、

す

な

わ

ち

府

中

は

大

分

川

左

岸

の

平

地

部

と

上

野

台

地

を

地

域

で

あ

り

、

守

護

所

＝

大

友

館

は

平

地

部

の

ほ

ぼ

中

央

に

置

か

れ

て

い

た
（

図

５

）
。
そ

の

府

中

の

中

の

西

北

地

区

の

す

み
・
か

ど

と

は

、「

戦

国

府

内

絵

図

」
で

海

（

別

府

湾

）

に

面

し

て

船

入

と

長

浜

宮

が

あ

る

付

近

、

現

在

の

大

分

市

大

手

町

三

丁

目

付

近

と

な

る

（

図

６

）
。 

 

豊

後

・

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

上

述

の

場

所

に

推

定

し

た 
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時

、
呆

夫

良

心
『

天

開

図

画

楼

記

』
が

記

す

四

方

景

観

、
「

滄

海

前

に

接

し

、

群

峰

後

に

連

な

る

、

孤

城

左

に

聳そ

び

え

、

二

水

右

に

流

れ

る

」

は

ど

う

比

定

で

き

る

か

。

結

論

か

ら

い

え

ば

、

先

に

紹

介

し

た

工

藤

覚

次

の

場

所

比

定

で

な

ん

ら

問

題

は

な

い

。 

す

な

わ

ち

、

前

に

接

す

る

「

滄

海

」

は

推

定

所

在

地

の

北

に

広

が

る

別

府

湾

。

推

定

所

在

地

は

大

分

川

分

流

河

口

に

ほ

ぼ

接

し

て

お

り

、

眼

前

は

ま

さ

に

別

府

湾

で

あ

っ

た

。

次

に

背

後

に

連

な

る

「

群

峰

」

は

現

稙

田

地

区

南

に

連

な

る

霊

山

（

標

高

約

五

九

六

ｍ

）
・

本

宮

山

（

同

約

六

〇

七

ｍ

）
・

障

子

岳

（

同

約

七

五

〇

ｍ

）

の

山

々

で

あ

ろ

う

。

推

定

所

在

地

の

す

ぐ

背

後

に

み

え

る

高

地

は

上

野

台

地

で

あ

る

が

、

同

台

地

の

標

高

は

高

い

地

点

で

も

七

五

ｍ

前

後

で

、「

群

峰

」
と

は

言

い

づ

ら

い

。「

群

峰

」

は

上

野

台

地

の

さ

ら

に

背

後

に

み

え

る

先

述

の

山

々

と

考

え

ら

れ

る

。 

そ

し

て

、

左

に

聳

え

る

「

孤

城

」

は

現

在

お

猿

で

有

名

な

高

崎

山

の

山

頂

に

残

る

高

崎

城

で

間

違

い

な

い

。

高

崎

城

は

南

北

朝

時

代

に

大

友

氏

に

よ

り

整

備

さ

れ

た

山

城

で

、

同

時

期

、

北

朝

方

の

拠

点

と

な

り

、

た

び

た

び

南

朝

方

の

攻

撃

を

受

け

た

。

戦

国

時

代

最

末

期

の

天

正

一

四

年
（

一

五

八

六

）
、
戸

次

川

の

戦

い

で

島

津

軍

に

敗

れ

た

大

友

義よ

し

統む

ね

は

大

友

館

か

ら

一

旦

高

崎

城

に

逃

れ

、
さ

ら

に

豊

前

国

龍

王

城
（

大

分

県

宇

佐

市

安

心

院

町

）

に

退

避

し

て

お

り

、

室

町

時

代

か

ら

戦

国

時

代

を

通

じ

、

大

友

氏

の

重

要

な

城

と

し

て

管

理

・

整

備

さ

れ

て

い

た

。

城

の

あ

る

高

崎

山

は

標

高

約

六

二

八

ｍ

で

、

別

府

湾

に

せ

り

出

す

よ

う

に

吃

立

す

る

。

推

定

所

在

地

に

北

面

、

別

府

湾

を

前

に

し

て

立

つ 

図６  天開図画楼推定所在地  
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と

、

高

崎

城

は

ま

さ

に

左

手

に

聳

え

る

「

孤

城

」

で

あ

る

。 
最

後

に

、

右

に

流

れ

る

「

二

水

」

で

あ

る

が

、

先

に

工

藤

覚

次

説

を

紹

介

し

た

部

分

で

述

べ

た

よ

う

に

、
「

戦

国

府

内

絵

図

」

Ｃ

類

に

描

か

れ

て

い

る

大

分

川

の

本

流

と

分

流

の

こ

と

で

あ

る

。

大

分

川

が

下

流

域

で

二

筋

に

分

か

れ

て

い

た

の

は

戦

国

時

代

に

限

っ

た

こ

と

で

は

な

い

。

先

に

、

府

中

の

範

囲

を

確

定

さ

せ

る

考

察

の

中

で

、

勝

津

留

の

範

囲

を

示

し

た

が

、

勝

津

留

の

北

限

は

大

分

川

分

流

で

あ

っ

た

。

勝

津

留

の

開

発

が

始

ま

っ

た

平

安

時

代

後

期

、

す

で

に

大

分

川

は

本

流

・

分

流

の

二

筋

に

分

か

れ

て

お

り

、

分

流

は

河

口

付

近

で

西

に

向

か

っ

て

大

き

く

湾

曲

し 

て

い

た

。

従

っ

て

、

雪

舟

が

天

開

図

画

楼

を

設

け

た

室

町

時

代

も

大

分

川

は

二

筋

に

分

か

れ

て

い

た

。 

以

上

、

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

が

現

在

の

大

分

市

大

手

町

三

丁

目

付

近

で

あ

っ

て

も

、

呆

夫

良

心

『

天

開

図

画

楼

記

』

が

記

す

四

方

景

観

に

合

致

す

る

。 

本

稿

で

提

示

し

た

新

た

な

所

在

推

定

地

が

こ

れ

ま

で

研

究

者

が

提

示

し

て

き

た

推

定

地

と

大

き

く

異

な

る

の

は

大

分

川

分

流

河

口

付

近

と

い

う

平

地

で

あ

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

ま

で

の

諸

説

は

、
場

所

は

違

っ

て

も

、
す

べ

て

高

台

上

に

推

定

し

て

い

る

。

し

か

し

、

呆

夫

良

心

『

天

開

図

画

楼

記

』

に

は

天

開

図

画

楼

が

高

台

に

あ

る

と

は

一

言

も

書

か

れ

て

い

な

い

。

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

こ

れ

ま

で

研

究

者

た

ち

は

、

あ

る

意

味

、

高

台

を

前

提

に

所

在

地

を

推

定

し

て

き

た

と

い

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

そ

の

一

因

に

、

雪

舟

が

後

に

山

口

に

設

け

た

画

室

・

天

開

図

画

楼

が

高

台

に

あ

っ

た

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

よ

う

。

沼

田

頼

輔

が

上

野

台

地

を

「

小

高

き

丘

陵

で

眺

望

の

極

め

て

宜

し

き

と

こ

ろ

で

あ

る

」

と

述

べ

て

い

る

よ

う

に

、

こ

れ

ま

で

の

研

究

者

は

豊

後

豊

府

の

画

室

と

同

じ

名

を

持

つ

山

口

の

画

室

が

高

台

に

あ

っ

た

こ

と

を

念

頭

に

、『

天

開

図

画

楼

記

』
の

冒

頭

に

あ

る
「

勝

地

を

豊

府

西

北

の

隅

に

相

攸

し

」

の

「

勝

地

」

を

見

晴

ら

し

が

よ

く

景

色

の

よ

い

と

こ

ろ

と

解

釈

し

て

き

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

し

か

し

、

先

述

し

た

よ

う

に

、
勝

地

と

は
「

景

色

の

よ

い

と

こ

ろ

」
と
「

最

も

適

し

た

場

所

」
で

あ

る

が

、「

眺

望

が

よ

い

」
、「

見

晴

ら

し

が

い

い

」
と

の

意

味

ま

で

は

含

ん

で

い

な

い

。
平

地

で

あ

っ

て

も

、

「

景

色

の

よ

い

と

こ

ろ

」
、
「

適

し

た

場

所

」

で

あ

れ

ば

勝

地

と

し

て

な

ん

ら

不

都

合

は

な

い

。 



大分市美術館 平成 30 年度（2018 年度）調査・研究報告 

27 

 

ま

た

、「

天

開

図

画

楼

と

い

う

名

は

見

晴

ら

し

の

良

い

土

地

に 
建

て

ら

れ

た

亭

に

つ

け

ら

れ

る

も

の

で

、

宋

時

代

の

姚

氏

が

築

い

た

亭

に

そ

の

名

を

賦

し

た

の

が

早

い

例

と

さ

れ

て

い

る

」

と

の

指

摘

(
1
3
)

や

「
「

天

開

図

画
」

と

は

中

国

の

亭

（

眺

望

の

開

け

た

優

雅

な

楼

台

）
の

こ

と

」
の

指

摘

(
1

4
)

が

あ

る

。
こ

れ

ら

の

指

摘

で

は
「

天

開

図

画

」
自

体

が
「

見

晴

ら

し

の

よ

い

土

地

」
、「

眺

望

の

開

け

た

場

所

」

の

意

味

を

含

ん

で

い

る

こ

と

に

な

る

。

し

か

し

、
「

天

開

図

画

」

の

字

義

は

天

開

が

「

天

が

ひ

ら

け

る

」
、

図

画

は
「

絵

画

」
で

あ

る

。
そ

し

て

、
「

天

開

図

画

」
で
「

天

が

描

き

出

す

絵

画

」

＝

美

し

い

自

然

を

意

味

す

る

と

さ

れ

る

(
1
5
)

。 

宋

時

代

の

詩

人

・

姚

伯

愿

が

現

在

の

江

蘇

省

（

中

国

東

部

。

省

都

は

南

京

市

。

上

海

市

に

接

し

、

蘇

州

市

・

無

錫

市

な

ど

か

ら

な

る

省

）
に

亭

を

設

け

る

に

あ

た

り

、
名

を

王

正

己

に

請

い

、

「

山

谷

天

開

図

画

即

江

山

」

と

誦

し

た

と

こ

ろ

か

ら

、

天

開

図

画

亭

と

名

付

け

た

と

い

う

(
1
6
)

。
姚

伯

愿

の

亭

が

高

台

に

あ

っ

た

か

も

知

れ

な

い

が

、

こ

の

逸

話

は

、

王

正

己

が

そ

の

周

囲

の

風

景

を

天

が

描

き

出

し

た

絵

画

の

よ

う

に

す

ば

ら

し

い

と

称

賛

し

た

こ

と

か

ら

亭

の

名

を

付

け

た

こ

と

を

示

し

て

お

り

、「

天

開

図 

画

」

自

体

に

眺

望

の

開

け

た

場

所

と

の

意

味

が

あ

る

と

は

い

え 

な

い

で

あ

ろ

う

。 

「

勝

地

」
、
「

天

開

図

画

」

い

ず

れ

に

も

、
「

眺

望

が

よ

い

」
、

「

見

晴

ら

し

が

い

い

」

と

の

意

味

は

一

義

的

に

含

ま

れ

て

お

ら

ず

、

豊

後

豊

府

の

天

開

図

画

楼

が

平

地

に

あ

っ

た

と

の

す

る

自

説

の

否

定

要

因

に

は

な

ら

な

い

と

考

え

る

。 

 

さ
い

ご

に 

「

は

じ

め

に

」

に

お

い

て

、

雪

舟

が

豊

後

豊

府

に

設

け

た

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

を

考

察

す

る

に

は

、

室

町

時

代

、

府

中

と

呼

ば

れ

て

い

た

豊

後

国

中

心

部

の

範

囲

の

確

定

、

所

在

地

を

示

す

唯

一

の

史

料

で

あ

る

呆

夫

良

心

の

『

天

開

図

画

楼

記

』

を

虚．

心

に
．

．
解

釈

す

る

こ

と

が

重

要

と

述

べ

た

。

本

稿

に

お

い

て

、

こ

の

考

え

方

に

基

づ

き

、

考

察

を

進

め

て

き

た

つ

も

り

で

あ

る

。

結

論

を

提

示

す

る

過

程

で

、

論

旨

が

煩

雑

と

な

り

、

分

か

り

づ

ら

い

点

が

少

な

か

ら

ず

あ

っ

た

こ

と

は

、

文

章

力

の

な

さ

と

反

省

し

て

い

る

。

そ

れ

は

「

虚

心

に

解

釈

す

る

こ

と

」

に

徹

し

た

こ

と

に

よ

る

も

の

で

あ

り

、

ご

容

赦

い

た

だ

き

た

い

。 
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本

稿

が

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

と

し

て

提

示

し

た

場

所

は

、 
こ

れ

ま

で

の

研

究

者

が

だ

れ

も

指

摘

し

て

こ

な

か

っ

た

場

所

で

あ

る

。

し

か

し

、

呆

夫

ば

い

ふ

良

心

り
ょ
う
し
ん

『

天

開

図

画

楼

記

』

を

虚

心

に

、

忠

実

に

解

釈

す

れ

ば

、

自

ず

と

、

当

時

の

大

分

川

分

流

河

口

付

近

と

の

自

説

に

た

ど

り

着

く

と

考

え

て

い

る

。 

（

大

分

市

美

術

館 

美

術

振

興

課

長

） 

 

註 

                                        

          

 
(

１

) 

例

え

ば

、『

大

分

県

史 

中

世

篇Ⅱ

』（

大

分

県 

一

九

八

五

年

）
、

『

大

分

歴

史

事

典

』
（

大

分

放

送 

一

九

九

〇

年

） 
(

２

)

『

京

都

国

立

博

物

館

所

蔵 

日

本

美

術

の

至

宝

展

』
図

録
（

大

分

市

美

術

館
・
京

都

国

立

博

物

館 

二

〇

〇

四

年

）
の

解

説

は
「
（

天

開

図

画

楼

の

）

場

所

が

ど

こ

か

特

定

で

き

な

い

」

と

し

、

鹿

毛

敏

夫

「

雪

舟

・

狩

野

永

徳

と

豊

後

大

友

氏

―

絵

師

か

ら

み

た

『

大

友

文

化

』

―

」
（
『

大

分

県

地

方

史

』

第

一

九

四

号 

二

〇

〇

五

年

）

に

お

い

て

も

、
「

天

開

図

画

楼

の

所

在

地

に

つ

い

て

は

二

つ

の

説

が

あ

り

、

現

段

階

で

所

在

を

特

定

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

」

と

し

て

い

る

。 
(

３

) 

吉

野

光
・
中

島

純

司
『

水

墨

画

の

巨

匠

第

一

巻 

雪

舟

』（

講

談

社 

一

九

九

四

年

）
、 

島

尾

新

『

も

っ

と

知

り

た

い 

雪

舟 

生

涯

と

作

品

』
（

東

京

美

術 

二

〇

一

二

年

） 
(

４

) 

『

古

画

備

考

』

中

巻

（

思

文

閣

出

版 

一

九

八

五

年

再

版

） 
(

５

) 

『

大

分

縣

郷

土

史

料

集

成 

地

誌

篇

』
（

復

刻

版 

臨

川

書

店 

一

九

七

三

年

） 
(

６

) 

『

京

都

国

立

博

物

館

所

蔵 

日

本

美

術

の

至

宝

展

』

図

録

（

前

                                        

                                        

                                      

 

掲

註(

２)

） 
(

７

) 

初

版

：

斎

藤

玉

英

堂 

一

九

一

二

年

。

復

刻

版

：

論

創

社 

二

〇

〇

二

年

。 
(

８

) 

『

史

蹟

名

勝

天

然

紀

念

物

調

査

報

告

書 

第

九

輯

』（

大

分

県

史

蹟

名

勝

天

然

紀

念

物

調

査

会 

一

九

三

一

年

） 
(

９

) 

『

中

世

大

友

再

発

見

フ

ォ

ー

ラ

ム 

南

蛮

都

市
・
豊

後

府

内 

都

市

と

交

易

』
（

大

分

市

教

育

委

員

会

・

中

世

都

市

研

究

会 

二

〇

〇

一

年

） 
(
1
0
) 

『

大

分

県

地

方

史 

第

一

〇

号

』（

大

分

県

地

方

史

研

究

会 

一

九

五

六

年

） 
(
1
1
) 

『

大

分

県

史 

中

世

篇Ⅱ

』

第

六

章

第

三

節

（

大

分

県 

一

九

八

五

年 
(
1
2
) 

大

友

館

研

究

会

編

『

大

友

館

と

府

内

の

研

究 

「

大

友

家

年

中

作

法

日

記

』

を

読

む

』

第

三

章

第

一

節

（

東

京

堂

出

版 

二

〇

一

七

年

） 
(
1
3
)

『

京

都

国

立

博

物

館

所

蔵 

日

本

美

術

の

至

宝

展

』
図

録
（

大

分

市

美

術

館

・

京

都

国

立

博

物

館 

二

〇

〇

四

年

） 
(
1
4
) 

鹿

毛

敏

夫

「

雪

舟

・

狩

野

永

徳

と

豊

後

大

友

氏

―

絵

師

か

ら

み

た

『

大

友

文

化

』

―

」
（
『

大

分

県

地

方

史

』

第

一

九

四

号 

二

〇

〇

五

年

） 
(
1
5
)

山

口

県

立

美

術

館

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
『

雪

舟

へ

の

旅 

連

載

東

ア

ジ

ア

を

歩

く 

第

五

回

山

口

』

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
m
a
-
w
e
b
.
j
p
/
e
x
h
i
b
i
t
i
o
n
/
s
p
e
c
i
a
l
/
a
r
c
h
i
v

e
/
s
e
s
s
h
u
/
t
o
u
r
/
a
s
i
a
0
5
.
h
t
m
l

） 
(
1
6
) 

「

宋

詩

紀

事

儀

真

県

志

」
（
『

大

漢

和

辞

典

』

天

開

図

画

項

） 

http://www.yma-web.jp/exhibition/special/archive/sesshu/tour/asia05.html
http://www.yma-web.jp/exhibition/special/archive/sesshu/tour/asia05.html

